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1． 要旨 

1

11 調査概要調査概要

目的

様々な家庭教育支援施策の効果や役割を明らかにし、今後の施策や取組の推進に役立てる。

方法

効果測定アンケート調査

全国34地域

「家庭教育学級」などの家庭教育に関する学習機会の提供（講座型）：８地域

「家庭教育支援チーム」などのチーム型支援（チーム型）：２２地域

「早寝早起朝ごはん運動」：４地域

対象者

行政（教育委員会）担当者

学校教員（幼稚園、小学校、中学校）

地域の支援者・企画者

保護者

実践事例インタビュー調査

全国８地域（講座型：２地域、チーム型：４地域、早寝早起き朝ごはん：２地域）
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11 調査概要～調査項目（アンケート調査）～調査概要～調査項目（アンケート調査）～

■効果の種類ごとに測定指標を調査項目に設定（「子どもへの効果」、「家庭への効果」、「学校への効
果」、「地域への効果」、「問題の予防・解決への効果） ※この他に回答者属性、取組内容、課題等も収集

生活習慣の改善
学習意欲の向上
体力の向上
社会性（あいさつをする等）の向上
「自ら学び自ら考える力」の向上

子どもへの効果

子育てに必要な知識・意欲の向上
子育てに対する悩みや不安、孤立感の軽減
家族で協力した子育ての実現
学校と協力（相談）した子育ての実現
地域とつながりを持った子育ての実現
子育てに関する必要な情報の適時入手
子育てに関する身近な相手への相談の実現

家庭への効果

教職員と保護者の信頼・協力関係の確立
教職員と地域住民の信頼・協力関係の確立
教職員の支援の届きにくい困難家庭の状況理解の実現
教職員に過度な負担の集中

学校への効果

地域全体での子どもを育む意識の向上
地域の中での子育てに関わる知識・スキルを有する人材の増加
地域人材の地域の子育てに参画の増加
支援に関わっている地域人材の知識・スキルの向上
支援に関わっている地域人材のネットワークの拡大
支援に関わっている地域人材の生きがいの強まり

地域への効果

仕事で忙しい家庭への子育てに関する情報提供の実現
学校の活動に積極的に参加することのない家庭への子育てに関

する情報提供の実現
困難を抱える家庭教育に関する課題の状況の早期発見
子育てに関する専門機関へのつなぎの円滑化
（地域・学校・福祉等のネットワークが強化された）
不登校など子どもに関わる課題の改善・減少
児童虐待の予防や早期対応など困難課題の改善・減少

問題の予防・解決への効果
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3

11 調査概要～回収率等（アンケート調査）～調査概要～回収率等（アンケート調査）～

調査対象 発送数 有効回答数 有効回答率

講座型

教職員 1365 919 67.3%

保護者 8400 5863 69.8%

地域の支援者・企画者 345 211 61.2%

行政（教育委員会）担当者 8 8 100%

チーム型

教職員 875 455 52.0%

保護者 4600 1827 39.7%

地域の支援者・企画者 440 162 36.8%

行政（教育委員会）担当者 22 17 77.3%

早寝

教職員 676 425 62.9%

保護者 4160 2551 61.3%

地域の支援者・企画者 80 47 58.8%

行政（教育委員会）担当者 4 4 100%
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22 調査結果概要～各施策による効果の特徴～調査結果概要～各施策による効果の特徴～

家庭に関して、「必要な知識・意欲の向上」、「悩み・不安・孤立感の軽減」の効果が大きい

学校に関して、「 教職員と保護者の信頼関係の強化」の効果が大きい

地域に関して、 「地域人材（支援者）のネットワークの拡大」、「地域人材（支援者）の知識・スキル向上」、「地

域全体で子どもを育てる意識の向上」の効果が大きい

講座型

チーム型

早寝早起き朝ごはん

家庭に関して、 「必要な知識・意欲の向上」、「悩み・不安・孤立感の軽減」、「必要な情報の適時入手」、「身

近な相手への相談」、「家族で協力した子育て」の効果が大きい

学校に関して、 「困難家庭の状況理解の深まり」の効果が大きい

地域に関して、 「地域人材（支援者）の知識・スキル向上」 、「地域人材（支援者）のネットワークの拡大」等、

複数の効果が大きい

問題予防・解決に関して、 「専門機関へのつなぎの円滑化」、「困難家庭の状況の早期発見」、「仕事で多忙

な家庭への情報提供」の効果が大きい

家庭に関して、「必要な知識・意欲の向上」の効果が大きい

子どもに関して、 「生活習慣の改善」の効果が大きい

地域に関して、 「地域人材（支援者）のネットワークの拡大」、「地域全体での子育て意識の向上」等、複数の

効果が大きい

※効果があったかの設問に対し「そう思う」「ややそう思う」の回答率の合計が５０％以上のものを抽出
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22 調査結果概要～各施策による効果の特徴～調査結果概要～各施策による効果の特徴～

効果 施策

分野 項目 講座型 チーム型 早寝

家庭

必要な知識・意欲の向上 ◎ 74.9％ ● 77.4％ ● 63.5％

悩み・不安・孤立感の軽減 ● 54.4％ ● 74.7％

家族で協力した子育て ● 54.9％

必要な情報の適時入手 ● 62.1％

身近な相手への相談 ● 60.0％

子ども 生活習慣の改善 ● 53.9％

学校
教職員と保護者の信頼関係の強化 ● 52.4％

困難家庭の状況理解の深まり ● 53.１％

地域

地域全体で子どもを育てる意識の向上 ● 52.4％ ● 73.4％

地域の子育て人材の増加 ● 59.4％ ● 60.9％

地域人材の子育て参画の増加 ● 54.0％ ● 60.8％

地域人材（支援者）の知識・スキル向上 ● 64.7％ ◎ 86.9％ ● 65.2％

地域人材（支援者）のネットワークの拡大 ● 72.0％ ● 84.5％ ◎ 82.6％

地域人材（支援者）の生きがいの強まり ● 69.5％

予防

解決

仕事で多忙な家庭への情報提供 ● 54.1％ －

困難家庭の状況の早期発見 ● 59.6％ －

専門機関へのつなぎの円滑化 ● 66.3％ －

※効果があったかの設問に対し「そう思う」「ややそう思う」の回答率の合計が５０％以上のものを抽出
※各効果の回答者：家庭（保護者）、子ども及び学校（教員）、地域及び予防解決（支援者・企画者）
※◎は各施策でもっとも高い効果となった項目
※ー はアンケート調査項目としていない効果
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22 調査結果概要～各施策による効果の特徴～調査結果概要～各施策による効果の特徴～

効果 施策

分野 項目 講座型 チーム型 早寝

家庭

必要な知識・意欲の向上 ◎ 74.9％ ● 77.4％ ● 63.5％

悩み・不安・孤立感の軽減 ● 54.4％ ● 74.7％

家族で協力した子育て ● 54.9％

必要な情報の適時入手 ● 62.1％

身近な相手への相談 ● 60.0％

子ども 生活習慣の改善 ● 53.9％

学校
教職員と保護者の信頼関係の強化 ● 52.4％

困難家庭の状況理解の深まり ● 53.１％

地域

地域全体で子どもを育てる意識の向上 ● 52.4％ ● 73.4％

地域の子育て人材の増加 ● 59.4％ ● 60.9％

地域人材の子育て参画の増加 ● 54.0％ ● 60.8％

地域人材（支援者）の知識・スキル向上 ● 64.7％ ◎ 86.9％ ● 65.2％

地域人材（支援者）のネットワークの拡大 ● 72.0％ ● 84.5％ ◎ 82.6％

地域人材（支援者）の生きがいの強まり ● 69.5％

予防

解決

仕事で多忙な家庭への情報提供 ● 54.1％ －

困難家庭の状況の早期発見 ● 59.6％ －

専門機関へのつなぎの円滑化 ● 66.3％ －

【3施策共通】

「必要な知識・意欲の向上」

「地域人材の知識・スキル向上」

「地域人材のネットワークの拡大」

【特定の施策のみに見られる高い効果】

講座型のみ

「教職員と保護者の信頼関係の強化」

チーム型のみ

「家庭で協力した子育て」、「必要な情報の適時
入手」、「身近な相手への相談」

「困難家庭の状況理解の深まり」

「仕事で多忙な家庭への情報提供」、「困難家庭
の状況の早期発見」、「専門機関へのつなぎの円
滑化」

早寝のみ

「生活習慣の改善」

「地域人材の生きがいの強まり」

【チーム型】

全体的に高い効果のみられた項目が多い

家庭教育支援の重要課題である「悩み・不安・孤
立感の軽減」で高い効果

【早寝】

地域に関する効果で多くの項目で高い効果

※効果があったかの設問に対し「そう思う」「ややそう思う」の回答率の合計が５０％以上のものを抽出
※各効果の回答者：家庭（保護者）、子ども及び学校（教員）、地域及び予防解決（支援者・企画者）
※◎は各施策でもっとも高い効果となった項目
※ー はアンケート調査項目としていない効果
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22 調査結果概要～活動の工夫による効果の特徴：チーム型支援～調査結果概要～活動の工夫による効果の特徴：チーム型支援～

効果等 学校の協力に関する活動の工夫

分野 項目
チームへの

助言
戸別訪問の

同行
情報共有会

議
専門機関へ
のつなぎ

家庭
必要な知識・意欲の向上 12.6 ▲

悩み・不安・孤立感の軽減 21.2 ● 16.7 ▲ 20.1 ●

子ども

生活習慣の改善 20.0 ● 16.5 ▲

学習意欲の向上 11.4 ▲ 17.7 ▲

体力の向上

社会性の向上 16.1 ▲

自ら学び考える力の向上

学校

教職員と保護者の信頼関係の強化 23.4 ● 32.8 ◎ 19.5 ▲

教職員と地域住民の信頼関係の強化 26.8 ● 12.2 ▲ 21.1 ●

困難家庭の状況理解の深まり 26.8 ● 35.5 ◎ 31.1 ◎ 24.9 ●

教職員の負担軽減 32.2 ◎ 19.1 ● 23.1 ●

地域

地域全体で子どもを育てる意識の向上 20.8 ●

地域の子育て人材の増加 17.3 ▲

地域人材の子育て支援参画の増加 20.0 ●

予防

解決

仕事で多忙な家庭への情報提供 21.6 ● 18.1 ▲ 23.5 ●

学校活動に積極参加のない家庭への情報提供 29.9 ●

困難家庭の状況の早期発見 45.8 ◎ 33.7 ◎ 31.9 ◎ 20.3 ●

専門機関へのつなぎの円滑化 17.3 ▲ 25.5 ● 28.2 ● 27.7 ●

不登校の改善・減少 23.7 ● 46.9 ◎ 15.2 ▲ 18.8 ▲

児童虐待等の予防・早期対応 32.3 ◎ 30.6 ◎ 20.0 ● 28.1 ●

「困難家庭の状況の早期発見」で相対的に大
きく寄与

とくに「チームへの助言」による効果が大きい

「戸別訪問への同行」が、「不登校の改善・減
少」に特に大きく寄与

「チームへの助言」や「戸別訪問への同行」が、
「児童虐待等の予防・早期対応」に大きく寄与

学校の協力が、問題の予防・解決全般に大きく
寄与

学校の協力が、教職員の負担軽減にも寄与

学校の協力が、学校に対する幅広い効果に寄
与

※数値は、工夫の実施群と未実施群別に、効果が
あったかの設問に対し「そう思う」「ややそう思う」の教
職員の回答率を合計し、その差分を算出したもの
※記号は差分の大きさにより区分け：
◎３０以上 ●２０以上３０未満、▲１０以上２０未満
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■家庭の効果（保護者の参加効果）：「必要な知識・意欲の向上（75％）」、「悩み・不安・孤立感の軽減（54％）」、「身近な相手に相談でき
るようになった（41％）」 （保護者調査）が上位（数字は「そう思う」、「ややそう思う」の回答率の合計。以下同様）

■上位２点は、調査対象によらず共通の傾向

図表 家庭の効果（講座：保護者調査） 図表 家庭の効果（講座：支援者調査）

22.1

13.0

10.3

7.7

5.7

6.1

11.1

52.8

41.4

27.9

27.0

23.1

25.2

29.6

20.5

36.8

49.2

51.7

53.8

52.5

48.3

3.2

6.0

7.9

9.2

11.8

10.8

6.5

1.4

2.8

4.6

4.4

5.5

5.5

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲が高まった
[N=2103]

子育てに対して悩みや不安、孤立感が軽減した
[N=2089]

家族で協力しながら子育てができるようになった
[N=2078]

学校と協力（相談）しながら子育てをするように
なった[N=2080]

地域とつながりを持ちながら、子育てができるよう
になった[N=2079]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手
できるようになった[N=2081]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談
できるようになった[N=2081]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

13.7

10.7

8.8

10.2

6.8

13.7

59.8

51.2

44.1

49.0

47.8

47.1

19.6

30.2

35.3

29.1

33.2

27.9
4.9

4.9

4.4

4.4

3.9

2.9

1.5

2.0

2.9

2.5

0.5

0.0

4.9

5.4

4.4

4.9

3.4

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲が高まった[N=204]

子育てに対して不安や孤立感が軽減した
[N=205]

家族で協力しながら子育てができるようになった
[N=204]

学校と協力しながら子育てをするようになった
[N=206]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手
できるようになった[N=205]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談
できるようになった[N=204]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

33 調査結果～講座型：家庭に関する効果～調査結果～講座型：家庭に関する効果～

図表 家庭の効果（講座：教職員調査）

52.0

46.6

32.9

35.4

6.1
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5.4
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保護者の子育てに関する知識や意欲が高まった
[N=277]

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感
が軽減した[N=277]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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■子どもの効果：「生活習慣の改善（37％）」、「社会性の向上（34％）」、「学習意欲の向上（30％）」が上位（教職員調査）

■学校の効果：「教職員と保護者の信頼関係の強化（52％）」、「教職員と地域住民の信頼関係の強化（46％）」が上位。「教職員の負担軽
減」は、「そう思わない」が49％ （いずれも教職員調査）

図表 子どもの効果（講座：教職員調査） 図表 学校の効果（講座：教職員調査）

33 調査結果～講座型：子ども／学校に関する効果～調査結果～講座型：子ども／学校に関する効果～

図表 学校の効果（講座：支援者調査）

34.7

27.8

10.5

30.1

18.1

43.3

49.1

57.4

44.6

53.3

9.7

11.9

18.8

13.0

17.8

7.9

6.9

7.9

6.5

7.2
1.4

3.6

2.5

1.8

2.2

2.2

2.2

2.9

2.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの生活習慣が改善された[N=277]

子どもの学習意欲が向上した[N=277]

子どもの体力が向上した[N=277]

子どもの社会性が高まった（あいさつをする等）
[N=276]

子どもの「自ら学び自ら考える力」が高まった
[N=276]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

5.1

3.6

3.6

47.3

41.9

26.4

36.8

39.7

53.3

41.7

6.5

6.1

9.1

29.3 19.6

7.9

5.8

0.4

4.7

0.4

1.8

0.7

4.0

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まっ
た[N=277]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強
まった[N=277]

教職員の、支援の届きにくい困難を抱える家庭
の状況に対する理解が深まり、協力できるように

なった[N=276]

教職員の負担が軽減した[N=276]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

15.5

10.6

2.9

44.9

41.5

26.7

25.1

29.5

43.7

48.3

7.7

9.2

11.7

19.5 7.3

6.3

10.7

1.0
11.7

1.4

4.4

2.9

5.3

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まっ
た[N=207]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強
まった[N=207]

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭
の状況を一層理解し、協力できるようになった

[N=206]

教職員の負担が軽減した[N=205]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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■地域の効果：「地域人材（支援者）のネットワークの拡大（72％）」、「地域人材（支援者）の知識・スキル向上（65％）」と支援者自身の効果
が上位となり、次いで「地域全体で子どもを育てる意識の向上（52％）」（支援者調査）

■問題の予防・解決への効果：「専門機関へのつなぎの円滑化（35％）」、「忙しい家庭への情報提供の実現（32％）」が上位（支援者調査）

図表 地域の効果（講座：支援者調査） 図表 問題の予防・解決への効果（講座：支援者調査）

33 調査結果～講座型：地域／問題の予防・解決に関する効果～調査結果～講座型：地域／問題の予防・解決に関する効果～

図表 問題の予防・解決への効果（講座：教職員調査）

図表 地域の効果（講座：教職員調査）

5.3

3.9

5.8

14.0

18.4

13.0

47.1

36.9

33.5

50.7

53.6

34.8

33.5

44.2

42.2

27.1

21.7

42.0

7.3

7.3

9.2

4.3

3.4

2.9

1.0

1.5

1.5

0.5

0.5

1.9
4.8

2.9

3.4

7.8

6.3

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=206]

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する
人材が増えた[N=206]

地域人材が地域の子育てに参画するようになっ
た[N=206]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の知識・
スキルが向上した[N=207]

支援に関わっている地域人材（ご自身）のネット
ワークが広がった[N=207]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の生きが
いが強まった[N=207]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

4.9

28.5

24.8

20.0

30.1

14.6

17.0

42.0

40.3

48.3

43.7

43.7

50.0

14.0

20.4

14.6

9.2

18.0

9.2

6.8

7.3

6.3

8.2

6.8

9.8

9.2

16.0

16.5

3.9

2.4

0.5

0.5

1.0

5.3

3.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事で忙しい家庭にも子育てに関する情報を提供でき
るようになった[N=207]

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子
育てに関する情報を提供できるようになった[N=206]

困難を抱える家庭教育に関する課題の状況を早期に
発見できるようになった[N=205]

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった
[N=206]

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した
[N=206]

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善
または減少した[N=206]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

29.0

17.4

20.7

47.1

52.5

48.2

9.8

12.7

11.6

7.6

12.0

13.8

4.3

3.3

2.5

2.2

2.2

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=276]

地域の中で子育て支援に関わる意欲や知識を
有する人材が増えた[N=276]

地域人材が地域の子育て支援に参画するように
なった[N=276]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

6.5

29.7

26.4

27.5

30.1

18.8

21.0

43.5

48.2

51.8

45.3

53.3

56.5

13.8

13.8

11.2

9.1

13.4

9.8

8.3

8.3

7.2

7.6

7.2

9.1
2.2

4.0

1.4

2.2

2.9

1.4

3.3

1.4

0.7

1.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事で忙しい家庭にも子どもに関する情報を提供でき
るようになった[N=276]

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子
どもに関する情報を提供できるようになった[N=276]

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるように
なった[N=276]

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった
[N=276]

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した
[N=276]

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善
または減少した[N=276]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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12

17.9

6.7

35.0

34.4

35.9

50.0

5.1

1.1 3.3

0.9

4.4

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

WSや体験形式の講座実施[N=117]

WSや体験形式の講座未実施[N=90]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

支援に関わっている地域人材（ご自身）の生きがいが強まった

6.5

4.8

22.5

17.5

62.5

68.5

5.2

4.8 4.3

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

WSや体験形式の講座経験あり[N=1109]

WSや体験形式の講座経験なし[N=949]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない

学校と地域住民の交流の機会や協力関係

11.1

6.2

31.3

27.2

50.6

59.1

3.9

4.3 3.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

WSや体験形式の講座経験あり[N=1115]

WSや体験形式の講座経験なし[N=951]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない

保護者同士の交流の機会や協力関係

■「ワークショップ（WS）や体験形式など保護者が主体的に参加できる」内容の講座は、そうでない講座に比べ以下の傾向がある。

■家庭の効果：「保護者同士の交流機会や協力関係」、「学校と地域住民の交流機会や協力関係」、「必要な情報の適時入手」、
「支援人材の生きがいの強まり」などで、効果が相対的に大きい（保護者調査）（※1）

■地域の効果：「地域人材（支援者）の生きがいの向上」で、効果が相対的に大きい（支援者調査）（※2）

図表 WSや体験形式の講座経験別効果（保護者調査） 図表 WSや体験形式の講座実施別効果（支援者調査）

33 調査結果～講座型：WS・体験形式の効果～調査結果～講座型：WS・体験形式の効果～

※1：一方、「悩み・不安・孤立感の軽減」で相対的に効果が小さい（教職員調査(▲8pt)）

※2：一方、「地域人材の地域の子育てへの参画」で相対的に効果が小さい（支援者調査(▲15pt )）

備
考

 

13

5.9 22.5

7.7

18.2

52.7

59.6

49.1

12.4

7.7

21.8

5.8

5.5

4.7

17.3

5.5
1.9

0.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施群[N=169]

どちらともいえない[N=52]

未実施群[N=55]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した

3.0 29.6

21.2

21.8

47.3

48.1

50.9

13.6

5.8

21.8

4.7

23.1

5.5
1.9

0.0

0.0

1.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施群[N=169]

どちらともいえない[N=52]

未実施群[N=55]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子どもに関する情報を提供できるようになっ
た

4.7 20.7

15.4

9.1

54.4

42.3

56.4

10.7

13.5

18.2 3.6

7.7

25.0

12.7
1.9

0.0

1.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施群[N=169]

どちらともいえない[N=52]

未実施群[N=55]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

地域の中で子育て支援に関わる意欲や知識を有する人材が増えた

4.7

1.9

1.8

49.7

30.8

28.6

34.3

44.2

51.8

6.5

3.8

7.1

4.1

17.3

10.7
0.0

1.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施群[N=169]

どちらともいえない[N=52]

未実施群[N=56]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強まった

■「企画・実施時に地域の支援人材と定期的に意見交換を行っている」講座は、そうでない講座に比べ以下の傾向がある。

■学校の効果：「教職員と地域住民の信頼関係の強化」で、効果が相対的に大きい（教職員調査）

■地域の効果：「地域で子育て支援に係る意欲・知識を有する人材の増加」で、効果が相対的に大きい（教職員調査）

■問題の予防・解決への効果：「学校の活動に積極的に参加しない家庭への情報提供」、「不登校等の改善・減少」などで、効果が相
対的に大きい（教職員調査）（※1）

図表 地域支援人材との意見交換に基づく講座実施別効果（教職員調査）

33 調査結果～講座型：地域支援人材との意見交換の効果～調査結果～講座型：地域支援人材との意見交換の効果～

※1：このほか、 「忙しい家庭への情報提供の実現」、 「困難家庭の状況の早期発見」、「専門機関へのつなぎの円滑化」、「児童虐待の予防・早期対応」で効果
がみられた

備
考
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■家庭の効果：「必要な知識・意欲の向上（77％）」、「悩み・不安・孤立感の軽減（75％）」、「必要な情報の適時入手（62％）」 （保護者調
査）が上位

■支援者調査では、 「必要な知識・意欲向上」よりも「身近な相手に相談できるようになった」、 「悩み・不安・孤立感の軽減」の方が上位

■戸別訪問の受入経験のある保護者は、ない保護者に比べ、「必要な知識・意欲」、「学校と協力した子育て」で、効果が相対的に大きく、
「専門家等による訪問等の定期的サポート」、「地域住民の子育てへの協力」などで、満足度が相対的に高い（保護者調査）（※1）

33 調査結果～チーム型：家庭に関する効果～調査結果～チーム型：家庭に関する効果～

※1：このほか、「教員との情報共有」、「子育てに関する情報提供」、
「他の保護者との交流機会」、「子育てに関する電話相談・相談
機関」などでも、満足度が相対的に高い（保護者調査）

備
考

図表 家庭の効果（チーム型：保護者調査） 図表 家庭の効果（チーム型：支援者調査）

32.4

35.1

22.5

18.9

20.7

23.4

27.3

45.0

39.6

32.4

26.4

24.3

38.7

32.7

18.9

18.0

33.3

41.5

44.1

28.8

30.0

4.5

5.4

7.5

6.3

6.3

4.5

1.8

5.5

2.7

4.5

5.7

6.3

2.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲が高まった[N=111]

子育てに対して悩みや不安、孤立感が軽減した
[N=111]

家族で協力しながら子育てができるようになった
[N=111]

学校と協力（相談）しながら子育てをするようになっ
た[N=106]

地域とつながりを持ちながら、子育てができるように
なった[N=111]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手で
きるようになった[N=111]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談
できるようになった[N=110]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

12.6

16.3

7.5

10.7

11.5

24.5

50.3

54.4

32.1

32.7

45.5

49.7

25.8

18.1

43.4

39.0

25.6

15.7

5.7

5.0

5.1

8.8

7.5

10.7

10.7

11.5

7.5
2.5

2.5

3.1

0.0

0.6

1.9

0.6

0.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の子育てに必要な知識や意欲が高まった
[N=159]

保護者の子育てに対する不安や孤立感が軽減し
た[N=160]

保護者が家族で協力しながら子育てができるよう
になった[N=159]

保護者が学校と協力しながら子育てをするように
なった[N=159]

保護者が子育てに関して必要な情報を必要なと
きに入手できるようになった[N=156]

保護者が子育てに関して必要なときに身近な相
手に相談できるようになった[N=159]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

16.7

13.6

42.1

44.5

30.7

37.0

6.1

4.1

4.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸別訪問経験あり[N=114]

戸別訪問経験なし[N=1700]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

子育てに必要な知識や意欲を有している
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■子どもの効果：「生活習慣の改善（35％）」、「社会性の向上（28％）」、「学習意欲の向上（19.4％）」が上位

■学校の効果：「困難家庭の状況理解の深まり（53％）」、 「教職員と保護者の信頼関係の強化（42％）」 が上位 （いずれも教職員調査）

33 調査結果～チーム型：子ども／学校に関する効果～調査結果～チーム型：子ども／学校に関する効果～

図表 子どもの効果（チーム型：教職員調査） 図表 学校の効果（チーム型：教職員調査）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの生活習慣が改善された[N=227]

子どもの学習意欲が向上した[N=227]

子どもの体力が向上した[N=227]

子どもの社会性が高まった（あいさつをする等）
[N=227]

子どもの「自ら学び自ら考える力」が高まった
[N=227]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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35.8

6.2
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6.2

14.6 8.0

17.7

19.0

16.8

13.3

1.8

1.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まっ
た[N=226]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強
まった[N=226]

教職員の、支援の届きにくい困難を抱える家庭の
状況に対する理解が深まり、協力できるようになっ

た[N=226]

教職員の負担が軽減した[N=226]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

図表 学校の効果（チーム型：支援者調査）

11.9

6.2

14.8

4.3

39.0

35.4

35.2

19.9

25.8

40.4

30.2

39.8

6.9

8.1

9.3

14.3 6.2

13.8

8.7

8.0

15.5

2.5

1.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まっ
た[N=159]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強
まった[N=161]

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭の
状況を一層理解し、協力できるようになった

[N=162]

教職員の負担が軽減した[N=161]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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■地域の効果： 「地域人材（支援者）の知識・スキル向上（87％）」 、「地域人材（支援者）のネットワークの拡大（85％）」と支援者自身の効
果が上位（支援者調査）

■問題の予防・解決への効果：「専門機関へのつなぎの円滑化（66％）」、「困難家庭の状況の早期発見（60％）」が上位（支援者調査）

33 調査結果～チーム型：地域／問題の予防・解決に関する効果～調査結果～チーム型：地域／問題の予防・解決に関する効果～

図表 地域の効果（チーム型：支援者調査） 図表 問題の予防・解決への効果（チーム型：支援者調査）

図表 問題の予防・解決への効果（チーム型：教職員調査）

5.6

12.5

11.8

36.3

34.8

35.4

42.5

46.9

42.2

50.6

49.7

38.5

33.1

24.4

28.0

8.1

11.8

19.3

7.5

6.9

7.5

3.7

9.4

7.5

8.7

2.5

2.5

0.6

0.0

1.2

1.9

1.9

1.9

1.9

1.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=160]

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する人材が
増えた[N=160]

地域人材が地域の子育てに参画するようになった
[N=161]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の知識・スキルが
向上した[N=160]

支援に関わっている地域人材（ご自身）のネットワークが
広がった[N=161]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の生きがいが強
まった[N=161]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

13.2

10.1

11.8

19.4

6.8

4.4

40.9

35.2

47.8

46.9

26.7

31.4

32.1

35.8

26.7

19.4

37.3

37.1

6.9

8.8

5.0

5.6

11.8

7.5

5.0

8.8

6.8

6.9

13.7

16.4
3.1

3.7

1.9

1.9

1.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事で忙しい家庭にも子育てに関する情報を提供でき
るようになった[N=159]

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子
育てに関する情報を提供できるようになった[N=159]

困難を抱える家庭教育に関する課題の状況を早期に発
見できるようになった[N=161]

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった（地
域・学校・福祉等のネットワークが強化された）[N=160]

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した
[N=161]

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善ま
たは減少した[N=159]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

図表 地域の効果（チーム型：教職員調査）

4.0

6.2

5.3

25.3

22.6

26.5

38.2

35.4

34.1

7.1

4.9

5.3

21.8

28.3

26.1
2.7

2.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=225]

地域の中で子育て支援に関わる意欲や知識を有する人
材が増えた[N=226]

地域人材が地域の子育て支援に参画するようになった
[N=226]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

3.7

3.2

11.1

14.2

7.8

5.5

29.5

29.8

36.4

37.6

27.6

28.9

39.2

40.4

29.5

28.4

37.8

40.4

6.9

5.0

5.5

18.4

18.8

18.9

14.7

17.1

19.3
3.7

3.2

2.3

2.3

4.1

1.8

2.3

2.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事で忙しい家庭にも子どもに関する情報を提供できる
ようになった[N=217]

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子ど
もに関する情報を提供できるようになった[N=218]

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるようになっ
た[N=217]

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった（地
域・学校・福祉等のネットワークが強化された）[N=218]

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した
[N=217]

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善ま
たは減少した[N=218]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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■「学校（教職員）の家庭教育支援チームへの助言」を行っている取組は、そうでない取組に比べ以下の傾向がある。

■問題の予防・解決への効果： 「忙しい家庭への情報提供の実現」、「困難家庭の状況の早期発見」、「専門機関へのつなぎの円滑
化」、「不登校等の改善・減少」、「児童虐待の予防・早期対応」で、効果が相対的に大きい（教職員調査）

図表 学校のチームへの助言の効果（チーム型：教職員調査）

33 調査結果～チーム型：学校のチームへの助言の効果①～調査結果～チーム型：学校のチームへの助言の効果①～

6.0 40.5

22.6

38.1

39.8

4.8

8.3

9.5

24.1
2.3 3.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チームへの助言実施群[N=84]

チームへの助言未実施群[N=133]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

仕事で忙しい家庭にも子どもに関する情報を提供できるようになった

20.0

5.3

55.3

24.2

12.9

40.2 3.8

10.6

24.2
0.0

2.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チームへの助言実施群[N=85]

チームへの助言未実施群[N=132]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるようになった

21.2

9.8

41.2

35.3

23.5

31.6

4.7 7.1

19.5
2.3 1.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チームへの助言実施群[N=85]

チームへの助言未実施群[N=133]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった

10.7

6.0

39.3

20.3

27.4

44.4 6.8

8.3 10.7

21.1
3.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チームへの助言実施群[N=84]

チームへの助言未実施群[N=133]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した

8.2

3.8

45.9

18.0

30.6

46.6 3.8 24.8

3.5
1.2

3.0

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チームへの助言実施群[N=85]

チームへの助言未実施群[N=133]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善または減少した
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■「学校（教職員）の家庭教育支援チームへの助言」を行っている取組は、そうでない取組に比べ以下の傾向がある。

■学校の効果： 「教職員と保護者の信頼関係の強化」、「教職員と地域住民の信頼関係の強化」、「困難家庭の状況理解の深まり」
で、効果が相対的に大きい（教職員調査）

図表 学校のチームへの助言の効果（チーム型：教職員調査）

33 調査結果～チーム型：学校のチームへの助言の効果②～調査結果～チーム型：学校のチームへの助言の効果②～

16.3

5.7

40.7

27.9

27.9

35.7 7.1

4.7

1.4

0.0

22.1

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チームへの助言実施群[N=86]

チームへの助言未実施群[N=140]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まった

12.8

5.0

41.9

22.9

29.1

37.1 8.6

4.7

0.0

2.9

11.6

23.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チームへの助言実施群[N=86]

チームへの助言未実施群[N=140]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強まった

20.9

10.0

48.8

32.9

17.4

25.0 9.3

1.2 1.2

2.1

10.5

20.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チームへの助言実施群[N=86]

チームへの助言未実施群[N=140]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員の、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況に対する理解が深まり、協力できるようになった

 

■「学校（教職員）の戸別訪問への同行」を行っている取組は、そうでない取組に比べ以下の傾向がある。

■問題の予防・解決への効果：「忙しい家庭への情報提供の実現」、 「学校の活動に積極的に参加しない家庭への情報提供」 、
「困難家庭の状況の早期発見」、 「専門機関へのつなぎの円滑化」、 「不登校等の改善・減少」 、 「児童虐待の予防・早期対応」で、
効果が相対的に大きい（教職員調査）

図表 学校の戸別訪問同行の効果（チーム型：教職員調査）

33 調査結果～チーム型：学校の戸別訪問同行の効果①～調査結果～チーム型：学校の戸別訪問同行の効果①～

17.3 55.8

30.3

19.2

32.7 24.29.1

1.2

5.8

0.0

2.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸別訪問実施群[N=52]

戸別訪問未実施群[N=165]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるようになった

25.0 46.2

34.9

25.0

29.5 19.310.8

3.0

3.8

0.0

2.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸別訪問実施群[N=52]

戸別訪問未実施群[N=166]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった

17.3 53.8

19.4

19.2

43.6 21.84.8

4.8

7.7

5.5

0.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸別訪問実施群[N=52]

戸別訪問未実施群[N=165]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した

7.7

4.8

50.0

22.3

28.8

44.0

2.4

7.7

3.0

0.0

23.5

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸別訪問実施群[N=52]

戸別訪問未実施群[N=166]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善または減少した
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14.5 32.7

29.2

38.2

32.7 5.8 24.65.8

10.9

1.8

1.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸別訪問実施群[N=55]

戸別訪問未実施群[N=171]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強まった

9.1 43.6

15.2

23.6

39.8 14.0 17.55.3

16.4

8.2

7.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸別訪問実施群[N=55]

戸別訪問未実施群[N=171]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員の負担が軽減した

20.0 60.0

32.2

9.1

26.3 4.7 22.212.3

10.9

0.0

2.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸別訪問実施群[N=55]

戸別訪問未実施群[N=171]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員の、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況に対する理解が深まり、協力できるようになった

20

■「学校（教職員）の戸別訪問への同行」を行っている取組は、そうでない取組に比べ以下の傾向がある。

■学校の効果：「困難家庭の状況理解の深まり」、「教職員の負担軽減」、「教職員と保護者の信頼関係の強化」、「教職員と地域住
民の信頼関係の強化」で、効果が相対的に大きい（教職員調査）

図表 学校の戸別訪問同行の効果（チーム型：教職員調査）

33 調査結果～チーム型：学校の戸別訪問同行の効果②～調査結果～チーム型：学校の戸別訪問同行の効果②～

20.0

6.4

47.3

28.1

23.6

35.7 5.3

9.1

1.2

0.0

23.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸別訪問実施群[N=55]

戸別訪問未実施群[N=171]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まった
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■「学校（教職員）や家庭教育支援チームでの情報共有会議」を行っている取組は、そうでない取組に比べ以下の傾向がある。

■問題の予防・解決への効果： 「困難家庭の状況の早期発見」、「専門機関へのつなぎの円滑化」、「不登校等の改善・減少」、「児童
虐待の予防・早期対応」で、効果が相対的に大きい（教職員調査）

図表 学校の情報共有会議の効果（チーム型：教職員調査）

33 調査結果～チーム型：学校の情報共有会議の効果①～調査結果～チーム型：学校の情報共有会議の効果①～

17.3

7.4

43.3

25.0

25.3

35.3

3.3 8.7

27.9

2.91.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報共有実施群[N=150]

情報共有未実施群[N=68]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった

15.3 42.0

23.9

26.0

37.3 6.0

14.0

29.9
1.5

0.7

1.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報共有実施群[N=150]

情報共有未実施群[N=67]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるようになった

8.7

5.9

31.5

19.1

36.2

41.2

6.0

4.4

5.4 12.1

27.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報共有実施群[N=149]

情報共有未実施群[N=68]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した

7.3 33.3

19.1

39.3

42.6 5.9

14.7

29.4

1.5

2.7 2.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報共有実施群[N=150]

情報共有未実施群[N=68]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善または減少した
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■「学校（教職員）や家庭教育支援チームでの情報共有会議」を行っている取組は、そうでない取組に比べ以下の傾向がある。

■学校の効果：「教職員と保護者の信頼関係の強化」、「教職員と地域住民の信頼関係の強化」、「困難家庭の状況理解の深まり」、
「教職員の負担軽減」で、効果が相対的に大きい（教職員調査）

図表 学校の情報共有会議の効果（チーム型：教職員調査）

33 調査結果～チーム型：学校の情報共有会議の効果②～調査結果～チーム型：学校の情報共有会議の効果②～

11.7

5.6

37.0

23.6

31.8

34.7 8.3

5.2

1.3

0.0

13.0

27.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報共有実施群[N=154]

情報共有未実施群[N=72]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まった

9.1

5.6

35.7

18.1

33.1

36.1 9.7

5.8

1.4

1.9

29.2

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報共有実施群[N=154]

情報共有未実施群[N=72]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強まった

17.5

6.9

45.5

25.0

19.5

27.8 9.7

4.5

1.9

1.4

11.0

29.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報共有実施群[N=154]

情報共有未実施群[N=72]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員の、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況に対する理解が深まり、協力できるようになった

7.1

4.2

27.3

11.1

34.4

38.9 19.4

12.3

4.2

9.7

22.2

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報共有実施群[N=154]

情報共有未実施群[N=72]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員の負担が軽減した
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■「学校（教職員）が子育てに関する専門機関へのつなぎ」を行っている取組は、そうでない取組に比べ以下の傾向がある。

■問題の予防・解決への効果： 「忙しい家庭への情報提供の実現」、「困難家庭の状況の早期発見」、「専門機関へのつなぎの円滑
化」、「不登校等の改善・減少」、「児童虐待の予防・早期対応」で、効果が相対的に大きい（教職員調査）

図表 学校の専門機関へのつなぎの効果（チーム型：教職員調査）

33 調査結果～チーム型：学校の専門機関へのつなぎの効果①～調査結果～チーム型：学校の専門機関へのつなぎの効果①～

4.3

3.2

42.4

20.0

28.3

47.2

6.5

7.2

16.3

20.0
2.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

つなぎ実施群[N=92]

つなぎ未実施群[N=125]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

仕事で忙しい家庭にも子どもに関する情報を提供できるようになった

17.2

6.5

41.9

32.3

18.3

37.9 4.0

20.4

17.7

0.0

1.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

つなぎ実施群[N=93]

つなぎ未実施群[N=124]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるようになった

24.7

6.4

43.0

33.6

11.8

40.8

4.3 12.9

16.0
2.4 0.8

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

つなぎ実施群[N=93]

つなぎ未実施群[N=125]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった

9.7

6.5

36.6

21.0

26.9

46.0 8.1

8.6 16.1

17.7

2.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

つなぎ実施群[N=93]

つなぎ未実施群[N=124]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した

7.5

4.0

43.0

18.4

24.7

52.0

3.2

4.0

18.3

20.0

1.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

つなぎ実施群[N=93]

つなぎ未実施群[N=125]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善または減少した
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■「学校（教職員）が子育てに関する専門機関へのつなぎ」を行っている取組は、そうでない取組に比べ以下の傾向がある。

■学校の効果： 「困難家庭の状況理解の深まり」、「教職員の負担軽減」で、効果が相対的に大きい（教職員調査）

図表 学校の専門機関へのつなぎの効果（チーム型：教職員調査）

33 調査結果～チーム型：学校の専門機関へのつなぎの効果②～調査結果～チーム型：学校の専門機関へのつなぎの効果②～

7.5

5.3

34.4

13.5

19.4

47.4

11.8

16.5 4.5

12.9

12.8

14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

つなぎ実施群[N=93]

つなぎ未実施群[N=133]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員の負担が軽減した

17.2

6.5

41.9

32.3

18.3

37.9

4.0

0.0 2.2

1.6

20.4

17.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

つなぎ実施群[N=93]

つなぎ未実施群[N=124]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるようになった
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■支援チームが「学校支援や放課後子ども教室などにも参加し、子どもとの交流を深めている」取組は、そうでない取組に比べ、家庭や学校
への効果について、以下の傾向がある。

■「学校と協力した子育ての実現」、「子どもについての先生との情報共有の円滑化」、「子育て等に悩んだときの学校への相談のし
やすさ」、「保護者同士の交流機会や協力関係の改善」、「学校と地域住民の交流機会や協力関係の改善」で、効果が相対的に大き
い（保護者調査）

図表 支援チームによる学校と地域の連携活動への参画の効果（チーム型：保護者調査）

33 調査結果～チーム型：学校と地域の連携活動への参画の効果①～調査結果～チーム型：学校と地域の連携活動への参画の効果①～

30.4

15.7

43.5

21.7

21.7

47.0 8.47.2

4.3
0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校支援や放課後子ども教室などに参加
[N=23]

学校支援や放課後子ども教室などに不参加
[N=83]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

学校と協力（相談）しながら子育てをするようになった

13.0

23.1

69.6

25.6

8.7

43.6 5.1

8.7 0.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校支援や放課後子ども教室などに参加
[N=23]

学校支援や放課後子ども教室などに不参加
[N=78]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない

子どもの教育や子育てに関して悩んだときの相談のしやすさ

21.7

19.5

56.5

20.8

17.4

50.6 6.5

4.3

2.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校支援や放課後子ども教室などに参加
[N=23]

学校支援や放課後子ども教室などに不参加
[N=77]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない

日頃からの子どもについての先生との情報共有

26.1

10.4

43.5

19.5

21.7

59.7 6.5

8.7

3.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校支援や放課後子ども教室などに参加
[N=23]

学校支援や放課後子ども教室などに不参加
[N=77]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない

保護者同士の交流の機会や協力関係

4.3

8.0

56.5

17.3

30.4

65.3 6.7

8.7 0.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校支援や放課後子ども教室などに参加
[N=23]

学校支援や放課後子ども教室などに不参加
[N=75]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない

学校と地域住民の交流の機会や協力関係
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■支援チームが「学校支援や放課後子ども教室などにも参加し、子どもとの交流を深めている」取組は、そうでない取組に比べ、地域への効
果について、以下の傾向がある。

■「地域全体での子育て意識の向上」、「地域人材の子育て参画の増加」、「地域人材（支援者）の知識・スキル向上」、「地域人材
（支援者）のネットワークの拡大」で、効果が相対的に大きい（支援者調査）

図表 支援チームによる学校と地域の連携活動への参画の効果（チーム型：支援者調査）

33 調査結果～チーム型：学校と地域の連携活動への参画の効果②～調査結果～チーム型：学校と地域の連携活動への参画の効果②～

8.9

2.7

54.4

32.4

26.6

40.5

5.1

10.8 12.2

1.3

1.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校支援や放課後子ども教室などに参加[N=79]

学校支援や放課後子ども教室などに不参加
[N=74]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

地域全体で子どもを育む意識が高まった

17.9

5.3

50.0

38.2

21.8

35.5

6.4

7.9 11.8

1.3

1.3

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校支援や放課後子ども教室などに参加[N=78]

学校支援や放課後子ども教室などに不参加
[N=76]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

地域人材が地域の子育てに参画するようになった

48.1

27.0

43.0

58.1

7.6

8.15.4

0.00.0

0.0

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校支援や放課後子ども教室などに参加[N=79]

学校支援や放課後子ども教室などに不参加
[N=74]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

支援に関わっている地域人材（ご自身）の知識・スキルが向上した

46.8

24.0

45.6

53.3

6.3

18.7 4.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校支援や放課後子ども教室などに参加[N=79]

学校支援や放課後子ども教室などに不参加
[N=75]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

支援に関わっている地域人材（ご自身）のネットワークが広がった
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33 調査結果～チーム型：スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとの連携による効果～調査結果～チーム型：スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとの連携による効果～

23.3

5.8

38.4

31.9

19.8

43.5 10.1

9.3

3.5

1.4

5.8

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（学校のスクールカウンセラー）連携あり[N=86]

（学校のスクールカウンセラー）連携なし[N=69]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況を一層理解し、協力できるようになった

28.6

11.7

40.0

34.2

11.4

35.8 10.8

5.7

2.5

2.9

5.0

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（スクールソーシャルワーカー）連携あり[N=35]

（スクールソーシャルワーカー）連携なし[N=120]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況を一層理解し、協力できるようになった

11.4 20.0

21.0

34.3

41.2 18.5

2.5

2.9

8.6

5.9

22.9

10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（スクールソーシャルワーカー）連携あり[N=35]

（スクールソーシャルワーカー）連携なし[N=119]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

教職員の負担が軽減した

22.9

6.8

40.0

34.2

25.7

39.3 11.1

2.9 2.9

0.0

5.7

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（スクールソーシャルワーカー）連携あり[N=35]

（スクールソーシャルワーカー）連携なし[N=117]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子育てに関する情報を提供できるようになった

■支援チームが「学校のスクールカウンセラー」や「スクールソーシャルワーカー」と連携している取組は、そうでない取組に比べ、学校や問題
の予防・解決への効果について、以下の傾向がある。

■「困難家庭の状況理解の深まり」、「教職員の負担軽減」、「学校活動の積極参加のない家庭への情報提供」で、効果が相対的に
大きい（支援者調査）

図表 スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとの連携による効果（チーム型：支援者調査）
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■家庭の効果：いずれの項目においてもチーム型のほうが講座型に比べ効果が大きい。いずれも「必要な知識・意欲の向上」の効果がもっと
も大きいが、チーム型では、「悩み・不安・孤立感の軽減」で、それとほぼ同等の効果がみられる。

■学校の効果：いずれの項目においてもチーム型のほうが講座型に比べ効果が大きい。講座型は、「保護者同士の交流機会・協力関係」の
効果がもっとも大きかったのに対し、チーム型では、「悩んだときの相談のしやすさ」がもっとも大きい。

33 調査結果～講座型とチーム型の比較～調査結果～講座型とチーム型の比較～

図表 家庭の効果（講座型：保護者調査） 図表 家庭の効果（チーム型：保護者調査）

図表 学校の効果（チーム型：保護者調査）図表 学校の効果（講座型：保護者調査）

22.1

13.0

10.3

7.7

5.7

6.1

11.1

52.8

41.4

27.9

27.0

23.1

25.2

29.6

20.5

36.8

49.2

51.7

53.8

52.5

48.3

3.2

6.0

7.9

9.2

11.8

10.8

6.5

1.4

2.8

4.6

4.4

5.5

5.5

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲が高まった[N=2103]

子育てに対して悩みや不安、孤立感が軽減した
[N=2089]

家族で協力しながら子育てができるようになった
[N=2078]

学校と協力（相談）しながら子育てをするようになった
[N=2080]

地域とつながりを持ちながら、子育てができるようになっ
た[N=2079]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手できる
ようになった[N=2081]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談できる
ようになった[N=2081]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

32.4

35.1

22.5

18.9

20.7

23.4

27.3

45.0

39.6

32.4

26.4

24.3

38.7

32.7

18.9

18.0

33.3

41.5

44.1

28.8

30.0

4.5

5.4

7.5

6.3

6.3

4.5

1.8

5.5

2.7

4.5

5.7

6.3

2.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲が高まった[N=111]

子育てに対して悩みや不安、孤立感が軽減した
[N=111]

家族で協力しながら子育てができるようになった[N=111]

学校と協力（相談）しながら子育てをするようになった
[N=106]

地域とつながりを持ちながら、子育てができるようになった
[N=111]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手できるよ
うになった[N=111]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談できるよ
うになった[N=110]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

10.6

9.8

8.9

5.7

25.1

24.2

29.4

20.2

55.9

57.8

54.5

65.3

5.4

5.2

4.1

5.1 3.8

3.1

2.9

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日頃からの子どもについての先生との情報共有

[N=2065]

子どもの教育や子育てに関して悩んだときの相談のし
やすさ[N=2062]

保護者同士の交流の機会や協力関係[N=2066]

学校と地域住民の交流の機会や協力関係[N=2058]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない

20.0

20.8

14.0

7.1

29.0

35.6

25.0

26.5

43.0

35.6

51.0

57.1

6.0

5.9

7.0

7.1

2.0

2.0

3.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日頃からの子どもについての先生との情報共有
[N=100]

子どもの教育や子育てに関して悩んだときの相談のし
やすさ[N=101]

保護者同士の交流の機会や協力関係[N=100]

学校と地域住民の交流の機会や協力関係[N=98]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない
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■家庭の効果：「必要な知識・意欲の向上（64％）」、「家族で協力した子育て（36％）」、「悩み・不安・孤立感の軽減（35％）」 （保護者調
査）が上位

■子どもの効果：「生活習慣の改善（50％）」、「社会性の向上（40％）」、「体力の向上（36％）」が上位（保護者調査）

33 調査結果～早寝：家庭／子どもに関する効果～調査結果～早寝：家庭／子どもに関する効果～

図表 家庭の効果（早寝：保護者調査） 図表 子どもの効果（早寝：保護者調査）

図表 子どもの効果（早寝：教職員調査）
図表 家庭の効果（早寝：教職員調査）

15.5

8.0

9.5

7.3

3.9

4.9

9.5

48.0

26.5

26.3

21.2

17.4

19.7

23.6

28.2

51.4

48.1

53.9

57.6

56.7

50.5

5.2

7.4

10.1

11.2

11.9

10.4

8.8 7.6

8.4

9.2

6.5

6.0

6.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲が高まった[N=964]

子育てに対して悩みや不安、孤立感が軽減した
[N=961]

家族で協力しながら子育てができるようになった
[N=959]

学校と協力（相談）しながら子育てをするようになった
[N=959]

地域とつながりを持ちながら、子育てができるようになっ
た[N=955]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手できる
ようになった[N=956]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談できる
ようになった[N=957]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

12.1

6.8

9.4

9.7

6.4

38.3

24.9

26.4

30.1

25.0

35.1

49.8

46.9

44.7

51.6

8.6

11.2

10.2

9.1

9.7
4.8

4.4

4.8

4.9

3.8

2.5

2.1

2.2

2.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの生活習慣が改善された[N=1581]

子どもの学習意欲が向上した[N=1582]

子どもの体力が向上した[N=1581]

子どもの社会性が高まった（あいさつをする等）
[N=1583]

子どもの「自ら学び自ら考える力」が高まった
[N=1582]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

3.3 36.6

12.0

44.0

61.9

10.3

13.9 10.3
0.0 1.9

1.2
4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の子育てに関する知識や意欲が高まった
[N=418]

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が
軽減した[N=417]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

5.5

3.1

48.4

36.0

26.0

33.5

20.0

37.2

49.4

58.9

49.8

57.9

5.0

8.9

9.6

9.8

15.6
0.7

1.4

1.7

1.9

1.7

1.0

1.2

0.7
3.1

2.9

3.1

2.2

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの生活習慣が改善された[N=417]

子どもの学習意欲が向上した[N=417]

子どもの体力が向上した[N=416]

子どもの社会性が高まった（あいさつをする等）
[N=418]

子どもの「自ら学び自ら考える力」が高まった
[N=416]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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30

33 調査結果～早寝：学校／地域に関する効果～調査結果～早寝：学校／地域に関する効果～

図表 学校の効果（早寝：教職員調査） 図表 地域の効果（早寝：教職員調査）

図表 地域の効果（早寝：支援者調査）

図表 学校の効果（早寝：支援者調査）

■学校の効果：「教職員と保護者の信頼関係の強化（23％） 」、 「教職員と地域住民の信頼関係の強化（21％）」 が上位（教職員調査）
全般的に支援者調査結果のほうが高い効果

■地域の効果：「地域人材（支援者）のネットワークの拡大（83％）」、「地域全体での子育て意識の向上（74％）」が上位（支援者調査）

22.2

19.4

20.4

54.8

55.3

57.1

46.0

13.4

13.9

11.5

30.7

1.2

1.4

1.4

0.0 2.9

3.3

3.6

3.1

17.5

5.0

6.5

6.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まっ
た[N=418]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強
まった[N=418]

教職員の、支援の届きにくい困難を抱える家庭の
状況に対する理解が深まり、協力できるようになっ

た[N=417]

教職員の負担が軽減した[N=417]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

23.9

26.1

17.8

6.7

39.1

28.3

31.1

8.9

21.7

21.7

22.2

35.6

6.5

13.0

11.1

28.9

0.0

0.0

4.4

2.2

8.7

10.9

13.3

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まっ
た[N=46]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強
まった[N=46]

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭の
状況を一層理解し、協力できるようになった

教職員の負担が軽減した[N=45]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
26.7

17.4

21.7

23.9

34.8

21.7

46.7

43.5

39.1

41.3

47.8

47.8

17.8

26.1

21.7

26.1

13.0

21.7

4.3

8.7

4.3

2.2

8.7

2.2

0.0

0.0

0.0

2.2

0.0

0.0

0.0
6.5

4.3

4.3

6.5

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=45]

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する
人材が増えた[N=46]

地域人材が地域の子育てに参画するようになった
[N=46]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の知識・ス
キルが向上した[N=46]

支援に関わっている地域人材（ご自身）のネット
ワークが広がった[N=46]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の生きが
いが強まった[N=46]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない

27.6

15.4

17.1

45.6

50.7

49.3

13.4

14.4

12.3

2.9

1.2

2.6 4.3

4.1

3.6

14.4

14.2

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=417]

地域の中で子育て支援に関わる意欲や知識を有
する人材が増えた[N=416]

地域人材が地域の子育て支援に参画するように
なった[N=416]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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2． 調査研究の概要 

2.1 背景・目的 

 都市化や核家族化、少子化、雇用環境の変化等、子育てや家庭教育を取り巻く環境が変

動する中で、国・地域において様々な家庭教育支援施策が展開されている。しかしながら、

家庭教育支援を通じて家庭・地域の意識や教育力がどのように変化しているのか、そうし

た変化が社会的課題（児童虐待、不登校等）の解決にどのような効果を及ぼしているのか、

といった効果については、これまで十分に検証されていない。そこで本調査研究において

は、家庭教育支援の効果や役割を明らかにし、今後の施策や取組の推進に役立てることを

目的として、家庭教育支援が家庭や地域の意識・行動、社会的課題等に与える影響を評価・

分析する。 

 

2.2 調査対象 

 調査対象地域（市区町村）数は、評価・分析対象とする各施策につき、講座型 8 地域、

チーム型 22 地域、早寝早起き朝ごはん 4地域である。 

 調査対象者は、評価・分析対象とする各施策及び調査対象地域によらず、学校教員（幼

稚園、小学校、中学校）、保護者、地域の支援者・企画者、行政（教育委員会）担当者の四

者である。 

 

2.3 調査対象地域の選定方針 

 講座型は、家庭教育に関する学習機会の提供を学校の場を活用して盛んに実施している

地域と無作為に抽出した地域から選定した。チーム型は、週 1 回以上活動頻度があり、①

福祉との連携、②教員との連携や学校に拠点がある、③地域の養成人材が中心となり地域

に拠点がある、のいずれかを特徴的に満たす地域から選定した。早寝早起き朝ごはんは、

条例や市の運動として地域全体で取り組んでいる地域を選定した。 

 

2.4 調査項目 

 調査項目は、各調査対象者につき、図表 2-1 のとおりである。詳細は、「参考資料 1 ア

ンケート調査票」参照。 

 

図表 2-1 アンケート調査項目（概要） 

調査対象者 調査項目 

学校教員 
家庭教育支援に関する取組内容、取組に関する協力・工夫状況、子どもへの効果、 

家庭への効果、学校への効果、地域への効果、問題の予防・解決への効果 

保護者 

年代、性別、子どもの人数、子どもの年齢、子育てを手伝ってくれる人の同居有無、 

子育てに関して相談可能な友人・知人数、職業、家庭生活状態、家庭の経済状態、 

家庭教育支援に関する取組の参加・活用状況、子どもへの効果、家庭への効果、 

子育てサポートに関する学校や地域への要望 
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調査対象者 調査項目 

地域の支援者・

企画者 

年代、性別、居住期間、家庭教育支援に関する取組期間、現在の役割、 

研修参加回数、子育て経験の有無、家庭教育支援に関する取組内容、活動拠点、 

活動メンバー、他の人材・機関との連携、活動件数、取組に関する協力・工夫状況、 

取組に関する課題、取組に関する今後の展望、子どもへの効果、家庭への効果、 

学校への効果、地域への効果、問題の予防・解決への効果 

行政担当者 

家庭教育を巡る課題、家庭教育支援に関する取組内容、取組期間、担当部署、 

取組に関する課題、取組に関する今後の展望、家庭への効果、学校への効果、 

地域への効果、問題の予防・解決への効果 

 

2.5 効果測定の考え方 

 効果測定は、大別して二通りのアプローチにより実施した。第一に、各指標に関する現

在の達成状況について、各施策の実施群と未実施群（あるいは特定の取組をしている群と

していない群）を比較し、実施群が未実施群に比して統計的に有意に高いか／低いかを検

証した。第二に、各施策の実施群のみに注目して当該施策による効果を直接的に質問し（例

えば、「家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会の提供」を通じて、全般的にどの

ような効果があったと思いますか」と質問し、「保護者の子育てに関する知識や意欲が高ま

った」について 5件法で回答）、実施群の中で活動内容・頻度等ごとに調査対象をグルーピ

ングして、回答傾向を比較検証した。 

 

2.6 回収状況 

 アンケート調査の回収状況は、図表 2-2 のとおりである。 

 

図表 2-2 アンケート調査回収状況 

調査対象 発送数 有効回答数 有効回答率 

学校教員 1,365  919  67.3% 

保護者 8,400 5,863  69.8% 

地域の支援者・企画者  345  211  61.2% 

講
座
型 

行政担当者    8    8 100.0% 

学校教員  875  455  52.0% 

保護者 4,600 1,827  39.7% 

地域の支援者・企画者  440  162  36.8% 

チ
ー
ム
型 

行政担当者   22   17  77.3% 

学校教員  676  425  62.9% 

保護者 4,160 2,551  61.3% 

地域の支援者・企画者   80   47  58.8% 

早
寝
早
起
き 

朝
ご
は
ん 

行政担当者    4    4 100.0% 
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3． 単純集計結果 

3.1 単純集計 

3.1.1 講座型（保護者） 

問 1 平成 23 年 11 月 1 日現在、あなたの年代をお教えください。 

43.6 50.3 3.2

0.03 2.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=5854]

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

 

 

問 2 あなたの性別をお教えください。 

5.4 94.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=5857]

男性 女性

 

問 3 あなたは、お子様を何人お持ちですか。 

14.3 56.5 24.7 3.5

0.7 0.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=5860]

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人

 

問 4 このアンケートをお持ちになったお子様は、平成 23 年 11 月 1 日現在おいくつですか。 

8.9 33.3 35.0 22.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=5698]

0～3歳 4～6歳 7～9歳 10～12歳 13～15歳

 

*16 歳以上と複数回答を除く 

 

問 5 あなたは、ご自身あるいは配偶者（パートナー）の親や親戚（子育てを手伝ってくれる方）と同居しています

か。当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

43.5 56.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=5834]

同居している 同居していない
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問 6 あなたは、子育てに関して気軽に相談できる友人・知人（親戚を除く）を何人くらいお持ちですか。 

4.7 19.5 26.2 29.9 17.5

1.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=5182]

0人 1～2人 3～4人 5～6人 7～10人 11～20人 21人以上

 

 

問 7 あなたの現在のご職業は、次のいずれかに該当しますか。差し支えなければ、もっとも当てはまる番号 1

つに○をつけてください。 

20.1 40.5 5.7 32.2 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=5824]

常勤の勤め人 パートタイム・アルバイト

自営業（自由業・農林業等を含む） 専業主婦（夫）

その他

 

 

問 8 現在、あなたのご家庭生活の状態はいかがですか。差し支えなければ、もっとも当てはまる番号 1 つに○

をつけてください。 

57.3 28.2 11.3

2.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=5812]

うまくいっている ややうまくいっている どちらともいえない

あまりうまくいっていない うまくいっていない

 

 

問 9 現在、あなたのご家庭の経済状態はいかがですか。差し支えなければ、もっとも当てはまる番号 1 つに○

をつけてください。 

5.3 21.2 42.8 20.4 10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=5764]

余裕がある やや余裕がある どちらともいえない やや苦しい 苦しい
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問 10 あなたは、以下のような項目についてどの程度当てはまると思いますか。a～g それぞれについて、もっと

も当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

14.3

35.2

16.1

11.1

15.4

42.7

44.9

18.1

38.4

42.4

35.4

43.6

40.3

36.2

24.3

17.0

33.7

37.9

31.0

12.2

35.6

6.9

6.3

11.6

8.2

18.4

3.6

4.0

3.2

1.6

1.9

4.1

1.6

2.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲を有している[N=5806]

子育てに対して悩みや不安、孤立感を感じる[N=5829]

家族で協力しながら子育てができている[N=5830]

学校と協力しながら子育てができている[N=5818]

地域とつながりを持ちながら、子育てができている[N=5827]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手できている
[N=5831]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談できている
[N=5835]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

 

 

問 11 あなたは、（このアンケートを持参した）お子様が通う学校での以下のような項目に関して、どの程度満足

していますか。a～d それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

13.7

12.4

9.4

7.0

36.5

30.8

30.3

27.2

34.4

39.4

44.8

50.4

10.2

10.1

7.9

8.0

3.2

3.7

2.6

2.6
4.9

5.0

3.7

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日頃からの子どもについての先生との情報共有[N=5838]

子どもの教育や子育てに関して悩んだときの相談のしやす
さ[N=5837]

保護者同士の交流の機会や協力関係[N=5833]

学校と地域住民の交流の機会や協力関係[N=5830]

満足している やや満足している どちらともいえない

あまり満足していない 満足していない 特に期待していない
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問 12 あなたは、子育てに関する地域のサポートに関して、どの程度満足していますか。a～g それぞれについ

て、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

21.8

15.8

18.5

14.9

9.3

19.2

11.4

55.7

60.7

57.0

62.5

62.2

55.0

58.5

9.4

9.6

9.3

6.3

7.7

8.5

10.7

6.2

8.1

8.5

10.6

14.6

9.5

11.4
2.7

4.7

4.5

3.3

4.3

3.8

2.9

5.3

3.1

3.2

2.0

2.5

2.6

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに関する情報提供（情報誌やホームページ）
[N=5806]

子育てに関する学習機会[N=5806]

他の保護者との交流の機会・ひろば[N=5801]

子育てに関する電話相談や相談機関[N=5793]

子育て経験のある人や専門家による訪問等の定期的な
サポート[N=5797]

地域住民の子育てに対する協力[N=5805]

地元企業や事業所等の子育てに対する協力[N=5806]

満足している やや満足している どちらともいえない

あまり満足していない 満足していない 特に期待していない

 

 

問 13 あなたは、子育て支援に関する以下のような取組に参加したことがありますか。大体で構いませんので、

過去 1 年間に参加／活用した回数（一度もない場合は「0」）をお書きください。（「4.」については、活用の

有無について、当てはまる番号 1 つに○をつけてください） 

 

（※各取組について知っている保護者の割合） 

[N=5214]

41.0

30.1

20.8

41.4

29.7

23.3

13.0

6.3

6.8

18.1

0.9

0 20 40 60

1.学校で開催された子育てに関する講座
（講義形式）

2.学校で開催された子育てに関する講座
（体験学習やワークショップなど）

3.学校で開催された子育てに関する意見交換会・
相談会

4.学校による子育て関連情報の提供
（学校だよりやホームページによる提供）

5.公民館や児童館など学校外の施設で
開催された子育てに関する講座（講義形式）

6.公民館や児童館など学校外の施設で開催された
子育てに関する講座

7.公民館や児童館など学校外の施設で開催された
子育てに関する意見交換会・相談会

8.家庭教育支援チームや相談員による戸別訪問
（挨拶や情報誌の受け渡し程度の内容） 

9.家庭教育支援チームや相談員による戸別訪問
（子育てに関する相談など） 

10.子育てに関するシンポジウムやセミナー等
（講座よりも規模が大きいもの） 

11.その他
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72.9

80.4

85.7

88.9

91.2

97.3

98.9

98.5

90.9

98.1

18.4

14.3

9.2

8.1

5.7

7.2

5.6

2.1

0.7

1.0

0.8

3.6

3.1

1.9

1.7

0.3

0.2

0.2

1.3

0.3

1.8

1.0

1.3

0.7

0.6

0.1

0.1

0.2

0.4

0.1

0.7

0.3

0.0

0.1

0.2

0.7

0.5

0.7

0.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.学校で開催された子育てに関する講座
（講義形式）[N=4874]

2.学校で開催された子育てに関する講座
（体験学習やワークショップなど）[N=4647]

3.学校で開催された子育てに関する意見交換会・
相談会[N=4477]

5.公民館や児童館など学校外の施設で
開催された子育てに関する講座（講義形式）[N=4594]

6.公民館や児童館など学校外の施設で開催された
子育てに関する講座[N=4498]

7.公民館や児童館など学校外の施設で開催された
子育てに関する意見交換会・相談会[N=4350]

8.家庭教育支援チームや相談員による戸別訪問
（挨拶や情報誌の受け渡し程度の内容） [N=4274]

9.家庭教育支援チームや相談員による戸別訪問
（子育てに関する相談など） [N=4277]

10.子育てに関するシンポジウムやセミナー等
（講座よりも規模が大きいもの） [N=4456]

11.その他[N=1345]

0回 1回 2回 3回 4回以上（複数回含む）

 

53.4 46.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=4913]

有 無

4.学校による子育て関連情報の提供（学校だよりやホームページによる提供）

 

 

問 14 問 13 で「1」～「3」または「5」～「7」いずれかの参加／活用回数が 1 回以上ある方のみにお聞きします。

それらへの参加／活用を通じて、ご自身にとってどのような変化があったと思いますか。a～gそれぞれに

ついて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

22.1

13.0

10.3

7.7

5.7

6.1

11.1

52.8

41.4

27.9

27.0

23.1

25.2

29.6

20.5

36.8

49.2

51.7

53.8

52.5

48.3

6.0

7.9

9.2

11.8

10.8

6.5

3.2

4.4

5.5

5.5

4.4

4.6

2.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲が高まった[N=2103]

子育てに対して悩みや不安、孤立感が軽減した[N=2089]

家族で協力しながら子育てができるようになった[N=2078]

学校と協力（相談）しながら子育てをするようになった
[N=2080]

地域とつながりを持ちながら、子育てができるようになった
[N=2079]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手できるよう
になった[N=2081]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談できるよう
になった[N=2081]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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問 15 問 13 で「1」～「3」または「5」～「7」いずれかの参加／活用回数が 1 回以上ある方のみにお聞きします。

それらへの参加／活用を通じて、お子様が通う学校について、以下のような項目にどのような変化があ

りましたか。a～d それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

10.6

9.8

8.9

5.7

25.1

24.2

29.4

20.2

55.9

57.8

54.5

65.3

5.4

5.2

4.1

5.1 3.8

3.1

2.9

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日頃からの子どもについての先生との情報共有[N=2065]

子どもの教育や子育てに関して悩んだときの相談のしやす
さ[N=2062]

保護者同士の交流の機会や協力関係[N=2066]

学校と地域住民の交流の機会や協力関係[N=2058]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない

 

 

問 16 あなたの学校や地域の子育てサポートの取組について、要望はありますか。当てはまる番号すべてに○

をつけてください。 

[N=3480]

37.3

13.9

23.8

29.6

20.4

8.3

15.9

15.5

30.9

2.7

0 20 40

学校や地域からの子育てに関する情報を充実して欲しい

学校で子育てに関する学習や意見交換ができる機会を
増やして欲しい

学校における子育てに関する学習や意見交換の機会に
参加しやすくなるよう、日程や内容を工夫して欲しい

学校で先生やカウンセラー等と教育や子育てに関する相
談ができる機会がもっと欲しい

学校で保護者同士が交流できる機会や場所が
もっと欲しい

地域で子育てに関する学習や意見交換ができる機会を
増やして欲しい

地域で保護者同士が交流できる機会や場所
がもっと欲しい

多世代の地域住民が交流できる機会や場が
もっと欲しい

子育ての経験のある人や専門家に気軽に相談できる
活動や場がもっと欲しい

その他
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3.1.2 講座型（教員） 

 

問 1 あなたの学校では、家庭教育学級などの「家庭教育支援に関する学習機会」について、どのような取組を

行ってきましたか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=98]

73.5

54.1

83.7

75.5

76.5

10.2

15.3

0 20 40 60 80 100

1.子育ての関連の講座（講義形式）の開催

2.子育ての関連の講座（ワークショップや体験形式）の開催

3.保護者同士の交流や意見交換会

4.子育て関連情報の提供（学校だよりやホームページ等）

5.子育てに関する個別相談対応

6.その他

7.特に実施していない

 

 

 

問 2 問 1 で、「1」～「3」に○をつけた方のみにお聞きします。これらの取組を実施する際、以下のような機会を

活用していますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=97]

69.1

77.3

79.4

46.4

0 20 40 60 80 100

入学式・入学説明会

授業参観・学校公開日

保護者会・学級懇談会

その他
 

 

 

問 3 あなたの学校では、家庭教育支援に関する取組を進めるに当たって、以下のような協力や工夫をしていま

すか。以下の a～b の それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

14.1

19.2

40.4

25.3

21.2

22.2

10.1

12.1

14.1

20.2 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企画や実施にあたって、地域の支援人材と定期的に意見
交換を行っている

企画や実施にあたって、地域の支援人材等に学校の空き
スペース等の場所を提供している

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

[N=99]
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問 4 あなたの学校の児童生徒は、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～e それぞれにつ

いて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

12.4

9.9

7.3

5.5

60.6

59.6

42.9

48.0

35.4

19.3

23.1

37.0

31.0

44.3

6.8

6.9

12.4

14.1

17.4
1.9

1.0

1.4

0.4

0.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

基本的な生活習慣を身につけている[N=916]

十分な学習意欲を有している[N=915]

十分な体力を有している[N=914]

十分な社会性を備えている（あいさつをする等）[N=916]

「自ら学び自ら考える力」を備えている[N=912]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

 

 

問 5 あなたの学校では、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～m それぞれについて、もっ

とも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

9.4

7.3

10.4

12.6

16.0

10.0

5.1

8.9

8.2

8.9

7.9

15.0

44.7

21.5

63.7

57.7

57.6

39.4

48.6

30.1

39.3

43.2

48.1

51.9

51.0

32.9

41.3

24.8

27.2

24.7

33.7

28.4

40.2

30.5

35.1

31.7

31.8

23.7

10.0

29.7

2.4

3.6

9.1

9.2

11.5

6.7

8.0

6.3

4.0

5.1

11.6

13.2

2.1

3.4

2.1

2.5

0.1

0.3

1.0

0.8

1.5

1.4

1.4

1.1

0.3

0.4
4.8

4.1

3.8

4.1

3.1

0.9

1.2

2.1

0.8

2.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の子育てに関する知識や意欲が高い[N=914]

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が大きい
[N=916]

教職員と保護者の間に信頼・協力関係がある[N=914]

教職員と地域住民の間に信頼・協力関係がある[N=911]

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況を理
解し、協力できている[N=916]

教職員に過度な負担が集中している[N=914]

地域全体で子どもを育む意識がある[N=917]

地域の中で子育て支援に関わる意欲や知識を有する人材
が十分にいる[N=917]

地域人材が地域の子育て支援に参画している[N=915]

仕事で忙しい家庭にも子どもに関する情報を提供できてい
る[N=917]

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子ども
に関する情報を提供できている[N=914]

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できている[N=911]

必要に応じて、子育てに関する専門機関へのつなぎができ
ている[N=916]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない
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問6 問1で、「1」～「3」に○をつけた方のみにお聞きします。家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会

の提供」を通じて、全般的にどのような効果があったと思いますか。a～t それぞれについて、もっとも当て

はまる番号 1 つに○をつけてください。 

4.3

6.5

34.7

27.8

10.5

30.1

18.1

52.0

46.6

47.3

41.9

26.4

4.7

29.0

17.4

20.7

29.7

26.4

27.5

30.1

18.8

21.0

43.3

49.1

57.4

44.6

53.3

32.9

35.4

36.8

39.7

53.3

41.7

47.1

52.5

48.2

43.5

48.2

51.8

45.3

53.3

56.5

9.7

11.9

18.8

13.0

17.8

6.1

6.5

6.5

6.1

9.1

29.3

9.8

12.7

11.6

13.8

13.8

11.2

9.1

13.4

9.8

19.6

7.9

6.9

7.9

6.5

7.2

9.4

7.9

5.8

4.3

7.6

12.0

13.8

8.3

8.3

7.2

7.6

7.2

9.1

2.2

1.8

2.5

3.6

1.4

3.6

2.2

5.1

3.6

3.6

3.3

2.5

2.9

2.2

1.4

4.0

2.2

0.4

1.4

3.3

1.4

0.7

1.1

1.8

3.3

2.2

2.2

1.8

0.7

0.4

0.0

0.0

2.2

2.2

2.9

2.5

2.2

4.0

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの生活習慣が改善された[N=277]

子どもの学習意欲が向上した[N=277]

子どもの体力が向上した[N=277]

子どもの社会性が高まった（あいさつをする等）[N=276]

子どもの「自ら学び自ら考える力」が高まった[N=276]

保護者の子育てに関する知識や意欲が高まった[N=277]

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が軽減した
[N=277]

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まった
[N=277]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強まった
[N=277]

教職員の、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況に
対する理解が深まり、協力できるようになった[N=276]

教職員の負担が軽減した[N=276]

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=276]

地域の中で子育て支援に関わる意欲や知識を有する人材
が増えた[N=276]

地域人材が地域の子育て支援に参画するようになった
[N=276]

仕事で忙しい家庭にも子どもに関する情報を提供できるよ
うになった[N=276]

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子ども
に関する情報を提供できるようになった[N=276]

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるようになった
[N=276]

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった（地
域・学校・福祉等のネットワークが強化された）[N=276]

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した
[N=276]

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善また
は減少した[N=276]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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3.1.3 講座型（地域の支援者・企画者） 

 

問 1 平成 23 年 11 月 1 日現在、あなたの年代をお教えください。 

20.0 41.9 14.8 22.4

0.0 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=210]

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

 

 

問 2 あなたの性別をお教えください。 

19.1 80.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=209]

男性 女性

 

 

問 3 平成 23 年 11 月 1 日現在、あなたは現在の居住地域にどれくらい住んでいますか。 

7.2 20.7 22.1 7.7 11.5 30.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=208]

1～5年 6～10年 11～15年 16～20年 21～30年 31年以上

 

 

問 4 あなたは、家庭教育支援（保護者向け講座の開催や戸別訪問、相談対応等）に関する取組を始めて何年

になりますか。 

41.1 20.6 13.3 13.3 8.9 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=180]

1年以下 2～3年 4～5年 6～10年 11～20年 21年以上
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問 5 あなたのこれまでの経験や現在の役割についてお聞きします。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=202]

15.3

8.4

67.3

14.4

5.0

9.9

2.0

2.5

0.5

0.5

23.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子育てサポーター

子育てサポーターリーダー、コーディネーター

PTA、おやじの会

（元）教職員

（元）保育士

民生委員、児童委員

主任児童委員

スクールカウンセラー、心理士 

スクールソーシャルワーカー

保健師

その他

 
問 6 あなたは、過去 1 年間に行政等が開催した家庭教育支援者向けの研修に何回参加しましたか。 

29.6 14.8 24.3 14.3 4.2 12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=189]

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

 

問 7 あなたは、ご自身で子育てをされた経験がございますか。当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

2.997.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=210]

ある ない

 
問 8 あなた方の活動では、学校と連携した家庭教育学級などの家庭教育支援に関する学習機会について、ど

のような取組を行ってきましたか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。また、「1」～「3」に○をつ

けた方は、それぞれ年間何回程度実施しているかお書きください。 

[N=34]

61.8

64.7

79.4

44.1

23.5

11.8

0 20 40 60 80 100

1.子育て関連の学習講座（講義形式）の開催

2.子育て関連の学習講座（ワークショップや体験
形式）の開催

3.保護者同士の交流や子育てに関する意見交換
会

4.子育て関連情報の提供（学校だより等）

5.子育てに関する個別相談対応

6.その他
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問 9 問 8 で、「1」～「3」に○をつけた方のみにお聞きします。これらの取組を実施する際、以下のような機会を

活用していますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=35]

45.7

62.9

65.7

62.9

0 20 40 60 80

入学式・入学説明会

授業参観・学校公開日

保護者会・学級懇談会

その他

 

 

問 10 あなた方の活動では、家庭教育支援に関する取組を進めるに当たって、以下のような点を工夫していま

すか。以下の a～f それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

36.6

36.6

36.6

29.3

37.5

5.0

43.9

39.0

29.3

26.8

30.0

12.5

9.8

12.2

19.5

26.8

17.5

12.5

4.9

7.5

10.0 47.5

7.3

7.3

9.8

12.2

7.5

12.5

2.4

4.9

2.4

0.0

0.0

2.4

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者のニーズを踏まえて活動内容を決定している
[N=41]

多くの保護者が参画できる（支援が届く）よう、活動時間や
場所を工夫している[N=41]

ワークショップや体験形式など、保護者が楽しく主体的に
参画できる内容を取り入れている[N=41]

保護者が主体的に自己の子育てを振り返ったり、悩みを
語り合える内容を取り入れている[N=41]

企画や実施にあたって、学校の教職員と定期的に意識共
有を図っている[N=40]

近隣の企業と連携し、人材や資金等の提供を受けている
[N=40]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

 

 

問 11 あなたは、今後 3～5 年程度の期間で、家庭教育学級などの家庭教育支援に関する学習機会の提供（あ

るいは類似の取組）をどのように展開していきたいと思いますか。もっとも当てはまる番号 1 つに○をつ

けてください。 

11.1 69.1 4.9 13.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=81]

実施を取りやめる 規模を縮小して継続する

現在と同程度の規模で継続する 規模を拡大して継続する

その他
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問 12 あなたの地域（中学校区程度）の保護者は全体的に、以下のような項目についてどの程度当てはまると

思いますか。a～f それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

8.8

5.4

11.8

12.1

8.3

14.1

52.2

30.4

50.0

47.3

38.5

35.0

28.3

31.4

28.4

27.5

33.2

32.0

6.3

20.1

6.4

7.2

11.7

11.2

7.4

0.5

2.9

3.4

2.4

0.5

5.3

4.9

2.9

5.4

2.9

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲を有している[N=205]

子育てに対して不安や孤立感を感じる[N=204]

家族で協力しながら子育てができている[N=204]

学校と協力しながら子育てができている[N=207]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手できている
[N=205]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談できている
[N=206]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

 
 

問 13 家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会の提供」を通じて、あなたの地域（中学校区程度）の

保護者にはどのような効果があったと思いますか。a～f それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つ

に○をつけてください。 

13.7

10.7

8.8

10.2

6.8

13.7

59.8

51.2

44.1

49.0

47.8

47.1

19.6

30.2

35.3

29.1

33.2

27.9

2.9

3.9

4.4

4.4

4.9

4.9

1.5

2.0

2.9

2.5

0.5

0.0

4.9

5.4

4.4

4.9

3.4

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲が高まった[N=204]

子育てに対して不安や孤立感が軽減した[N=205]

家族で協力しながら子育てができるようになった[N=204]

学校と協力しながら子育てをするようになった[N=206]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手できるよう
になった[N=205]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談できるよう
になった[N=204]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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問 14 家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会の提供」を通じて、あなたの地域（中学校区程度）の

学校及び地域全体にはどのような効果があったと思いますか。a～p それぞれについて、もっとも当ては

まる番号 1 つに○をつけてください。 

15.5

10.6

5.3

5.8

14.0

18.4

13.0

4.9

44.9

41.5

26.7

11.7

47.1

36.9

33.5

50.7

53.6

34.8

28.5

24.8

20.0

30.1

14.6

17.0

25.1

29.5

43.7

48.3

33.5

44.2

42.2

27.1

21.7

42.0

42.0

40.3

48.3

43.7

43.7

50.0

7.7

9.2

11.7

19.5

7.3

7.3

9.2

4.3

14.0

20.4

14.6

9.2

18.0

9.2

7.3

5.3

6.8

7.3

6.3

5.3

6.3

10.7

12.2

5.8

6.3

7.8

8.2

6.8

9.8

9.2

16.0

16.5
1.0

0.5

2.9

1.0

3.9

3.9

2.4

0.5

2.9

3.4

2.9

3.4

1.9

0.5

0.5

1.5

1.5

1.0

4.4

2.9

1.4

4.8

2.9

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まった
[N=207]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強まった
[N=207]

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況を
一層理解し、協力できるようになった[N=206]

教職員の負担が軽減した[N=205]

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=206]

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する人材が
増えた[N=206]

地域人材が地域の子育てに参画するようになった[N=206]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の知識・スキルが
向上した[N=207]

支援に関わっている地域人材（ご自身）のネットワークが広
がった[N=207]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の生きがいが強
まった[N=207]

仕事で忙しい家庭にも子育てに関する情報を提供できる
ようになった[N=207]

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子育
てに関する情報を提供できるようになった[N=206]

困難を抱える家庭教育に関する課題の状況を早期に発
見できるようになった[N=205]

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった（地
域・学校・福祉等のネットワークが強化された）[N=206]

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した
[N=206]

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善また
は減少した[N=206]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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問 15 家庭教育学級などの家庭教育支援に関する学習機会の提供に係り、どのような課題があると思います

か。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=200]

79.5

32.5

34.5

33.0

16.5

29.5

7.5

21.5

29.5

24.5

15.5

7.5

16.0

5.0

0 20 40 60 80 100

参加して欲しい保護者からの積極的な参加が得られない

保護者ニーズの把握が難しい

保護者の変容などの効果を把握するのが難しい

支援者となる地域人材が（量的に）不足している

取組を推進するための場所が不足している

教職員の取組への参画意欲や時間が不足している

学校長の取組の意義に対する理解が得られにくい

学校と地域人材の連携が難しい

取組に必要な予算が不足している

取組を推進する地域人材のスキル修得や研修の機会が不
足している

教育委員会で取組を推進するための人材が（量的に）不足
している

教育委員会内で取組の意義に対する理解が得られにくい

教育委員会と地域人材との連携が難しい

その他
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3.1.4 講座型（行政担当者） 

 

問 1 貴自治体では、家庭教育をめぐる現状に関し、どのような課題がありますか。特に当てはまる課題につい

て、最大 3 つまで○をつけてください。 

[N=8]

25.0

75.0

50.0

37.5

25.0

25.0

37.5

0.0

0 20 40 60 80

核家族化や少子化等により、保護者が子育てに関する
知識を学んだり交流する機会が不足している

仕事で忙しく、学習や交流の場に参加できない保護者
が増えている

子育てに悩みや不安を抱える保護者が増えている

家庭と地域のつながりが希薄化し、子育て家庭が孤立し
がちである

地域の教育力が低下したり学校との連携が希薄になって
いる

不登校や児童虐待など家庭や子どもの問題が複雑化・
困難化している

子どもの生活習慣や自立・社会性などが育ちにくくなって
いる

その他

 

 

問 2 貴自治体では、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～k それぞれについて、もっとも

当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

25.0

12.5

12.5

12.5

25.0

12.5

12.5

50.0

25.0

87.5

62.5

37.5

50.0

62.5

37.5

25.0

12.5

37.5

25.0

50.0

12.5

25.0

50.0

37.5

12.5

25.0

25.0

37.5

37.5

25.0

25.0

50.0

25.0 12.5 12.5

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の子育てに関する知識や意欲が高い

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が大きい

学校と家庭の協力関係や信頼関係がある

学校と地域住民の協力関係や信頼関係がある

地域全体で子どもを育む意識がある

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する人材が
十分にいる

地域人材が地域の子育てに参画している

仕事で忙しい家庭にも子育てに関する情報を提供できて
いる

地域の学習や交流の場に積極的に参加することのない家
庭にも子育てに関する情報を提供できている

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できている

必要に応じて、子育てに関する専門機関へのつなぎができ
ている（地域・学校・福祉等のネットワークができている）

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない
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問 3 貴自治体について、以下 a～c の統計データがございましたら、直近 3 年間についてそれぞれお書きくださ

い。2011年度につきましては、11月1日現在の状況をお知らせください。（aは厚生労働省調査に基づく、

b～c は文部科学省調査に基づく） 

  2009 年度 2010 年度 2011 年度 

有効回答数 6 6 5 

最小値 23 28 18 

最大値 958 981 494 

平均値 243 276 164 

児童相談所における児童虐待

相談対応件数 

標準偏差 361.4 367.9 209.1 

有効回答数 7 7 4 

最小値 48 43 42 

最大値 413 411 329 

平均値 169 160 124 

不登校児童生徒数 

標準偏差 122.4 126.3 137.3 

有効回答数 7 7 3 

最小値 21 17 22 

最大値 154 227 45 

平均値 67 88 32 

校内暴力発生件数 

標準偏差 51.0 78.7 11.8 

 
問 4 貴自治体では、家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会の提供」に係り、以下のような取組を実

施していますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=8]

75.0

75.0

87.5

75.0

75.0

25.0

0.0

12.5

0 20 40 60 80 100

幼稚園・保育所における学習講座の開催

小・中学校における学習講座の開催

学校外（公民館等）における学習講座の開催（乳幼児
期向け）

学校外（公民館等）における学習講座の開催（学童期・
思春期向け）

保護者同士の交流促進を目的としたひろばやサロンの開
催

子育てに関するシンポジウムやフォーラムの開催

その他

特に実施していない

 
 

問 5 貴自治体では、家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会の提供」をいつから実施していますか。

開始した年度をお書きください。年度がわからない場合は、大体いつ頃かでお答えください。 

25.0 12.5 12.5 37.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=8]

1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代
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問6 貴自治体で、家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会の提供」を所管している部署はどこですか。

もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

100.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=7]

教育委員会学校教育担当課 教育委員会生涯学習担当課

首長部局福祉担当部署 教育委員会と福祉担当部署の共同

その他

 

 
問 7 貴自治体では、家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会の提供」を通じて、全般的にどのような

効果があったと思いますか。a～m それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてくださ

い。 

[N=8]

25.0

25.0

12.5

25.0

12.5

12.5

75.0

62.5

50.0

37.5

37.5

37.5

25.0

37.5

25.0

62.5

12.5

50.0

62.5

50.0

25.0

37.5

12.5

25.0

25.0

25.0

50.0

25.0

12.5

25.0

12.5

25.0

25.0

62.5

37.5

50.0

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の子育てに関する知識や意欲が高まった

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が軽減した

学校と家庭の協力関係や信頼関係が強まった

学校と地域住民の協力関係や信頼関係が強まった

地域全体で子どもを育む意識が高まった

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する人材が増えた

地域人材が地域の子育てに参画するようになった

仕事で忙しい家庭にも子育てに関する情報や学習機会を提供
できるようになった

地域の学習や交流の場に積極的に参加することのない家庭にも
子育てに関する情報や学習機会を提供できるようになった

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるようになった

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった（地域・学
校・福祉等のネットワークが強化された）

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善または減少
した

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

 



38 

 
問 8 家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会の提供」の実施に係り、どのような課題があると思いま

すか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=8]

100.0

12.5

25.0

25.0

0.0

50.0

12.5

12.5

37.5

37.5

0.0

0.0

12.5

0.0

0 20 40 60 80 100 120

参加して欲しい保護者からの積極的な参加が得られない

保護者ニーズの把握が難しい

保護者の変容などの効果を把握するのが難しい

学校で取組を推進するための地域人材が（量的に）不足
している

取組を推進するための場所が不足している

教職員の取組への参画意欲や時間が不足している

学校長の取組の意義に対する理解が得られにくい

学校と地域人材の連携が難しい

取組に必要な予算が不足している

取組を推進する地域人材のスキル修得や研修の機会が
不足している

教育委員会で取組を推進するための人材が（量的に）不
足している

教育委員会内で取組の意義に対する理解が得られにく
い

教育委員会と学校との連携が難しい

その他

 

 
問 9 貴自治体では、今後 3～5 年程度の期間で、家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会の提供」

（あるいは類似の取組）をどのように展開していく予定ですか。もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけて

ください。 

50.0 50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=8]

（現在実施中の場合）規模を拡大して継続する

（現在実施中の場合）現在と同程度の規模で継続する

（現在実施中の場合）規模を縮小して継続する

（現在実施中の場合）実施を取りやめる

（現在実施していない場合）取組を開始する

その他
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3.1.5 チーム型（保護者） 

 

問 1 平成 23 年 11 月 1 日現在、あなたの年代をお教えください。 

47.3 46.1 3.2

0.11 3.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1824]

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

 

問 2 あなたの性別をお教えください。 

9.4 90.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1826]

男性 女性

 

問 3 あなたは、お子様を何人お持ちですか。 

11.8 49.6 32.2 5.4

0.4 0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1823]

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人以上

 

問 4 このアンケートをお持ちになったお子様は、平成 23 年 11 月 1 日現在おいくつですか。 

3.6 13.9 22.1 40.0 20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1758]

0～3歳 4～6歳 7～9歳 10～12歳 13～15歳

 

問 5 あなたは、ご自身あるいは配偶者（パートナー）の親や親戚（子育てを手伝ってくれる方）と同居しています

か。当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

52.0 48.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1819]

同居している 同居していない

 

 

 

 

 



40 

 

問 6 あなたは、子育てに関して気軽に相談できる友人・知人（親戚を除く）を何人くらいお持ちですか。 

5.0 21.2 28.6 26.9 16.2

1.7

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1629]

0人 1～2人 3～4人 5～6人 7～10人 11～20人 21人以上

 

 

問 7 あなたの現在のご職業は、次のいずれかに該当しますか。差し支えなければ、もっとも当てはまる番号 1

つに○をつけてください。 

30.1 35.4 8.0 25.0 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1808]

常勤の勤め人 パートタイム・アルバイト

自営業（自由業・農林業等を含む） 専業主婦（夫）

その他

 
 

問 8 現在、あなたのご家庭生活の状態はいかがですか。差し支えなければ、もっとも当てはまる番号 1 つに○

をつけてください。 

55.9 27.8 11.8
2.9

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1819]

うまくいっている ややうまくいっている どちらともいえない

あまりうまくいっていない うまくいっていない

 

 

問 9 現在、あなたのご家庭の経済状態はいかがですか。差し支えなければ、もっとも当てはまる番号 1 つに○

をつけてください。 

4.3 20.3 39.1 25.0 11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1815]

余裕がある やや余裕がある どちらともいえない やや苦しい 苦しい
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問 10 あなたは、以下のような項目についてどの程度当てはまると思いますか。a～g それぞれについて、もっと

も当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

13.8

37.1

18.4

14.0

16.3

42.8

44.4

17.6

37.5

43.7

36.2

42.6

40.3

36.6

24.5

15.1

29.4

36.2

30.2

11.7

33.8

7.6

5.5

9.1

7.8

19.5
4.5

4.2

3.5

1.8

3.0

4.5

2.9

2.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲を有している[N=1814]

子育てに対して悩みや不安、孤立感を感じる[N=1817]

家族で協力しながら子育てができている[N=1817]

学校と協力しながら子育てができている[N=1807]

地域とつながりを持ちながら、子育てができている[N=1819]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手できている
[N=1817]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談できてい
る[N=1821]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

 

 
問 11 あなたは、（このアンケートを持参した）お子様が通う学校での以下のような項目に関して、どの程度満足

していますか。a～d それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

16.1

14.9

11.9

8.7

38.0

32.3

33.8

29.5

32.0

36.9

39.8

47.4

9.1

9.1

8.0

7.8

2.8

3.5

2.4

2.4
4.1

4.0

3.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日頃からの子どもについての先生との情報共有[N=1806]

子どもの教育や子育てに関して悩んだときの相談のしやす
さ[N=1806]

保護者同士の交流の機会や協力関係[N=1807]

学校と地域住民の交流の機会や協力関係[N=1805]

満足している やや満足している どちらともいえない

あまり満足していない 満足していない 特に期待していない
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問 12 あなたは、子育てに関する地域のサポートに関して、どの程度満足していますか。a～g それぞれについ

て、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

6.1

5.4

6.3

5.1

5.0

5.4

22.3

19.5

21.5

14.7

11.2

21.3

11.8

53.2

56.6

53.2

60.7

59.0

54.2

55.9

8.5

8.0

8.3

5.6

7.1

7.0

10.8

7.4

8.4

8.3

12.1

14.3

8.9

12.3
3.2 5.9

3.1

3.3

1.8

2.4

2.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに関する情報提供（情報誌やホームページ）
[N=1806]

子育てに関する学習機会[N=1806]

他の保護者との交流の機会・ひろば[N=1805]

子育てに関する電話相談や相談機関[N=1802]

子育て経験のある人や専門家による訪問等の定期的な
サポート[N=1806]

地域住民の子育てに対する協力[N=1808]

地元企業や事業所等の子育てに対する協力[N=1810]

満足している やや満足している どちらともいえない

あまり満足していない 満足していない 特に期待していない

 

 
問 13 あなたのお子様は、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～e それぞれについて、も

っとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

30.7

17.5

29.6

23.1

14.2

51.6

44.9

44.1

50.6

41.9

12.2

24.7

18.1

19.9

31.5

10.3

7.2

5.6

10.0

4.6

2.5

0.8

1.0

2.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

基本的な生活習慣を身につけている[N=1816]

十分な学習意欲を有している[N=1815]

十分な体力を有している[N=1814]

十分な社会性を備えている（あいさつをする等）[N=1816]

「自ら学び自ら考える力」を備えている[N=1815]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない
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問 14 あなたは、子育て支援に関する以下のような取組に参加したことがありますか。大体で構いませんので、

過去 1 年間に参加／活用した回数（一度もない場合は「0」）をお書きください。（「4.」については、活用の

有無について、当てはまる番号 1 つに○をつけてください）。 

62.2

73.3

78.6

86.3

86.0

92.8

95.0

94.6

89.8

97.9

26.6

17.2

12.6

8.2

8.6

7.9

6.9

5.2

4.9

0.7

3.7

2.6

4.0

0.6

1.7

0.5

0.6

1.9

2.6

2.7

0.0

0.2

0.5

0.5

0.5

1.0

1.0

2.2

2.3

2.4

0.7

0.4

0.7

1.2

0.7

1.8

1.8

1.8

1.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.学校で開催された子育てに関する講座（講義形式）[N=1676]

2.学校で開催された子育てに関する講座（体験学習やワーク
ショップなど保護者が主体的に参加できる内容）[N=1660]

3.学校で開催された子育てに関する意見交換会・相談会
[N=1641]

5.公民館や児童館など学校外の施設で開催された子育てに関
する講座（講義形式）[N=1655]

6.公民館や児童館など学校外の施設で開催された子育てに関
する講座（体験学習やワークショップなど保護者が主体的に参加

できる内容）[N=1657]

7.公民館や児童館など学校外の施設で開催された子育てに関
する意見交換会・相談会[N=1650]

8.家庭教育支援チームや相談員による戸別訪問（挨拶や情報
誌の受け渡し程度の内容） [N=1662]

9.家庭教育支援チームや相談員による戸別訪問（子育てに関
する相談など、ある程度の時間を使う内容） [N=1667]

10.子育てに関するシンポジウムやセミナー等（講座よりも規模が
大きいもの） [N=1667]

11.その他[N=673]

0回 1回 2回 3回 4回以上（複数回含む）

 

57.6 42.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1694]

有 無

4.学校による子育て関連情報の提供（学校だよりやホームページによる提供）の活用
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問 15 問 14 の「8」～「9」いずれかの参加／活用回数が 1 回以上ある方のみにお聞きします。それらへの参加

／活用を通じて、ご自身にとってどのような変化があったと思いますか。a～g それぞれについて、もっとも

当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

32.4

35.1

22.5

18.9

20.7

23.4

27.3

45.0

39.6

32.4

26.4

24.3

38.7

32.7

18.9

18.0

33.3

41.5

44.1

28.8

30.0

4.5

5.4

7.5

6.3

6.3

4.5

1.8

5.5

2.7

4.5

5.7

6.3

2.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲が高まった[N=111]

子育てに対して悩みや不安、孤立感が軽減した[N=111]

家族で協力しながら子育てができるようになった[N=111]

学校と協力（相談）しながら子育てをするようになった
[N=106]

地域とつながりを持ちながら、子育てができるようになった
[N=111]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手できるよう
になった[N=111]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談できるよう
になった[N=110]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

 

 
問 16 問 14 で「8」～「9」いずれかの参加／活用回数が 1 回以上ある方のみにお聞きします。それらへの参加／

活用を通じて、お子様が通う学校について、以下のような項目にどのような変化がありましたか。a～d そ

れぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

20.0

20.8

14.0

7.1

29.0

35.6

25.0

26.5

43.0

35.6

51.0

57.1

6.0

5.9

7.0

7.1 2.0

3.0

2.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日頃からの子どもについての先生との情報共有[N=100]

子どもの教育や子育てに関して悩んだときの相談のしやす
さ[N=101]

保護者同士の交流の機会や協力関係[N=100]

学校と地域住民の交流の機会や協力関係[N=98]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない
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問 17 あなたの学校や地域の子育てサポートの取組について、要望はありますか。当てはまる番号すべてに○

をつけてください。 

[N=1102]

34.1

15.6

28.2

27.6

22.9

9.9

17.8

16.4

28.5

3.7

0 20 40

学校や市区町村からの子育てに関する情報を充実して
ほしい

学校で子育てに関する学習や意見交換ができる機会を
増やして欲しい。

学校における子育てに関する学習や意見交換の機会に
参加しやすくなるよう、日程や内容を工夫して欲しい。

学校で先生やカウンセラー等と教育や子育てに関する相
談ができる機会がもっと欲しい。

学校で保護者同士が交流できる機会や場所がもっと欲
しい。

地域で子育てに関する学習や意見交換ができる機会を
増やして欲しい。

地域で保護者同士が交流できる機会や場所がもっと欲
しい。

多世代の地域住民が交流できる機会や場がもっと欲し
い。

子育ての経験のある人や専門家に気軽に相談できる活
動や場がもっと欲しい。

その他

(%)
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3.1.6 チーム型（教員） 

 

問 1 あなたの学校では、「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援を実施または協力していますか。 

31.9 26.1 42.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=69]

実施している 協力している 実施も協力もしていない

 

問 2 問 1 で「1．実施している」または「2. 協力している」と回答した学校の方のみにお聞きします。あなたの学

校では、「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援について、どのような取組を行ってきましたか。

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=41]

36.6

22.0

75.6

46.3

17.1

0 20 40 60 80

家庭教育支援チームへの助言

チーム員の戸別訪問への同行

教職員やチームでの情報共有会議

子育てに関する専門機関へのつなぎ（地域・学校福祉等
のネットワークづくり）

その他

(%)

 
問 3 問 1 で「3．実施も協力もしていない」と回答した学校の方のみにお聞きします。実施していない理由は何で

すか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=28]

28.6

50.0

14.3

17.9

21.4

35.7

46.4

0 20 40 60

実施したいが、必要な予算が確保できない

実施したいが、取組に必要な人材の確保や団体との連
携が難しい

実施したいが、取組に必要な場所の確保が難しい

実施したいが、学校全体の参画を得るのが難しい

実施したいが、困難を抱える家庭・保護者の情報を得る
ことが難しい

地域社会に、取組の趣旨に相当する機能や機運があ
り、施策としての実施の必要性がない

その他

(%)

 

問 4 あなたの学校では、家庭教育支援に関する取組を進めるに当たって、以下のような協力や工夫をしていま

すか。以下の a～b の それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

10.1

18.8

37.7

11.6

13.0

11.6

21.7

20.3

15.9

36.2 1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企画や実施にあたって、地域の支援人材と定期的に意見
交換を行っている

企画や実施にあたって、地域の支援人材等に学校の空き
スペース等の場所を提供している

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない
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問 5 あなたの学校では、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～k それぞれについて、もっ

とも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

29.1

22.2

26.0

14.4

14.6

10.4

13.9

17.9

18.5

16.0

31.3

59.3

56.6

53.0

35.6

47.5

38.4

44.2

53.2

52.3

49.2

49.4

9.7

17.4

16.8

33.8

25.6

30.5

22.1

21.0

21.2

25.5

15.0

11.3

8.2

8.4

6.4

4.9

4.9

3.1

1.8

11.7

12.6

1.3

1.3

2.2

0.2

0.4

1.1

3.3

0.4

0.7

0.7

0.7

0.2

0.7

0.2

2.2

5.5

2.9

2.4

3.8

1.5

0.9

2.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員と保護者の間に信頼・協力関係がある[N=454]

教職員と地域住民の間に信頼・協力関係がある[N=454]

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況を
理解し、協力できている[N=453]

教職員に過度な負担が集中している[N=452]

地域全体で子どもを育む意識がある[N=453]

地域の中で子育て支援に関わる意欲や知識を有する人
材が十分にいる[N=453]

地域人材が地域の子育て支援に参画している[N=452]

仕事で忙しい家庭にも子どもに関する情報を提供できてい
る[N=453]

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子ど
もに関する情報を提供できている[N=453]

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できている
[N=451]

必要に応じて、子育てに関する専門機関へのつなぎができ
ている[N=453]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

 
 

問 6 あなたの学校の児童生徒は、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～e それぞれにつ

いて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

9.7

8.4

5.9

7.3

51.8

54.8

54.4

49.8

36.2

28.2

27.1

33.3

31.0

40.6

9.5

9.3

5.9

11.3

19.6
2.9

0.9

0.4

0.4

0.7

0.7
0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

基本的な生活習慣を身につけている[N=454]

十分な学習意欲を有している[N=454]

十分な体力を有している[N=454]

十分な社会性を備えている[N=452]

「自ら学び自ら考える力」を備えている[N=453]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

 
 

問 7 あなたの学校では、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～b それぞれについて、もっ

とも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

5.7 49.4

21.9

34.0

49.2

10.6

24.7

1.5

2.6

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の子育てに関する知識や意欲が高い[N=453]

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が大きい
[N=453]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない
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問 8 「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援を通じて、全般的にどのような効果があったと思います

か。a～t それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

5.8

9.7

8.0

14.2

6.2

4.0

6.2

5.3

11.1

14.2

7.8

5.5

31.7

16.3

11.0

26.0

10.6

42.3

41.6

32.7

30.1

38.9

22.1

25.3

22.6

26.5

29.5

29.8

36.4

37.6

27.6

28.9

33.9

44.1

48.5

37.9

51.5

31.7

29.6

32.7

34.1

22.1

35.8

38.2

35.4

34.1

39.2

40.4

29.5

28.4

37.8

40.4

9.7

14.1

15.9

13.2

13.2

4.8

4.0

6.2

7.1

6.2

14.6

7.1

4.9

5.3

6.9

5.0

3.2

5.5

8.0

19.4

19.8

20.3

17.6

20.7

16.7

17.3

17.7

19.0

16.8

13.3

21.8

28.3

26.1

18.4

18.8

18.9

14.7

17.1

19.3

3.1

3.1

0.4

3.1

0.4

2.6

3.7

3.2

2.3

3.7 2.3

4.1

2.2

2.6

4.0

2.2

3.5

1.8

1.8

0.9

1.8

1.8

3.6

2.7

2.7

2.3

2.8

1.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの生活習慣が改善された[N=227]

子どもの学習意欲が向上した[N=227]

子どもの体力が向上した[N=227]

子どもの社会性が高まった（あいさつをする等）[N=227]

子どもの「自ら学び自ら考える力」が高まった[N=227]

保護者の子育てに関する知識や意欲が高まった[N=227]

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が軽減した
[N=226]

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まった
[N=226]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強まった
[N=226]

教職員の、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況に
対する理解が深まり、協力できるようになった[N=226]

教職員の負担が軽減した[N=226]

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=225]

地域の中で子育て支援に関わる意欲や知識を有する人
材が増えた[N=226]

地域人材が地域の子育て支援に参画するようになった
[N=226]

仕事で忙しい家庭にも子どもに関する情報を提供できるよ
うになった[N=217]

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子ども
に関する情報を提供できるようになった[N=218]

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるようになった
[N=217]

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった（地
域・学校・福祉等のネットワークが強化された）[N=218]

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した
[N=217]

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善また
は減少した[N=218]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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3.1.7 チーム型（地域の支援者・企画者） 

 

問 1 平成 23 年 11 月 1 日現在、あなたの年代をお教えください。 

7.4 29.6 35.2 27.2

0.0 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=162]

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

 

問 2 あなたの性別をお教えください。 

6.2 93.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=162]

男性 女性

 

問 3 平成 23 年 11 月 1 日現在、あなたは現在の居住地域にどれくらい住んでいますか。 

2.5 10.6 10.0 13.1 23.1 40.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=160]

1～5年 6～10年 11～15年 16～20年 21～30年 31年以上

 

問 4 あなたは、家庭教育支援（保護者向け講座の開催や戸別訪問、相談対応等）に関する取組を始めて何年

になりますか。 

18.2 25.3 30.5 14.3 7.8 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=154]

1年以下 2～3年 4～5年 6～10年 11～20年 21年以上

 

問 5 あなたのこれまでの経験や現在の役割についてお聞きします。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=160]

51.9

16.3

25.6

23.1

20.6

13.1

9.4

2.5

4.4

0.6

31.9

0 20 40 60

子育てサポーター

子育てサポーターリーダー、コーディネーター

PTA、おやじの会

（元）教職員

（元）保育士

民生委員、児童委員

主任児童委員

スクールカウンセラー、心理士

スクールソーシャルワーカー

保健師

その他

(%)
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問 6 あなたは、過去 1 年間に行政等が開催した家庭教育支援者向けの研修に何回参加しましたか。 

12.1 23.5 22.8 11.4 7.4 22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=149]

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

 

問 7 あなたは、ご自身で子育てをされた経験がございますか。当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

4.994.4 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=162]

ある ない 無回答

 
問 8 あなたのチームでは、家庭教育支援に関する相談やチームによる訪問について、どのような取組を行って

きましたか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=22]

54.5

45.5

86.4

59.1

50.0

63.6

13.6

13.6

0 20 40 60 80 100

日常的にあいさつ運動や見守りを実施している

学校支援や放課後子ども教室などにも参加し、子どもと
の交流を深めている

保護者が自由に交流したり、相談できる場（居場所）を
有している

保護者がニーズに応じて参加できるイベントや講座、交
流の機会を定期的に実施している

概ね全戸の見守り訪問や情報誌の提供を行っている

気になる家庭や、課題が顕在化している家庭の訪問を
実施している

企業への出前講座を行っている

その他

(%)

 

問 9 あなたのチームで、家庭教育支援チームに携わっているメンバーは何人いらっしゃいますか。 

38.1 42.9 14.3 4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=21]

1～2人 3～5人 6～10人 11～20人 21人以上

 

問 10 チームの主な活動拠点はどこですか。もっとも当てはまる番号１つに○をつけてください。 

5.0 35.0 5.0 30.0 25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=20]

幼稚園・保育園・子育て支援センター 小学校 中学校 公民館 その他
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問 11 あなたのチームは、主にどのような人材や機関と連携していますか。当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

[N=21]

90.5

57.1

28.6

61.9

42.9

23.8

47.6

0 20 40 60 80 100

学校の教職員

学校のスクールカウンセラー

スクールソーシャルワーカー

保健センター、医療機関

児童相談所、家庭センター

要保護児童対策地域協議会

その他

(%)

 
問 12 あなたのチームで、チームによる相談対応件数は、年間どの程度ですか。当てはまる番号 1 つに○をつ

けてください。 

4.3 47.8 26.1 13.0 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=23]

0件 1～20件 21～50件 51～100件 101件以上」

 

問 13 あなたのチームでは、家庭教育支援に関する取組を進めるに当たって、以下のような点を工夫していま

すか。以下の a～f それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

39.1

26.1

26.1

43.5

21.7

52.2

47.8

26.1

34.8

47.8

8.7

13.0

30.4

17.4

8.7

8.7

17.4

13.0

13.0

8.7

69.6

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者のニーズを踏まえて活動内容を決定している

多くの保護者が参画できる（支援が届く）よう、活動時間や
場所を工夫している

ワークショップや体験形式など、保護者が楽しく主体的に参
画できる内容を取り入れている

保護者が主体的に自己の子育てを振り返ったり、悩みを
語り合える内容を取り入れている

企画や実施にあたって、学校の教職員と定期的に意識共
有を図っている

近隣の企業と連携し、人材や資金等の提供を受けている

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

[N=23]

 
問 14 あなたは、今後 3～5 年程度の期間で、「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援（あるいは類似

の取組）をどのように展開していきたいと思いますか。もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

73.2 17.9 5.4

1.8 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=56]

実施を取りやめる 規模を縮小して継続する
現在と同程度の規模で継続する 規模を拡大して継続する
その他
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問 15 「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援を通じて、あなたの活動している地域（中学校区程度）

では、どのような効果があったと思いますか。a～v それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○

をつけてください。 

12.6

16.3

7.5

10.7

11.5

24.5

11.9

6.2

14.8

4.3

5.6

12.5

11.8

36.3

34.8

35.4

13.2

10.1

11.8

19.4

6.8

4.4

50.3

54.4

32.1

32.7

45.5

49.7

39.0

35.4

35.2

19.9

42.5

46.9

42.2

50.6

49.7

38.5

40.9

35.2

47.8

46.9

26.7

31.4

25.8

18.1

43.4

39.0

25.6

15.7

25.8

40.4

30.2

39.8

33.1

24.4

28.0

8.1

11.8

19.3

32.1

35.8

26.7

19.4

37.3

37.1

5.7

5.0

5.1

6.9

8.1

9.3

14.3

7.5

6.9

7.5

6.9

8.8

5.0

5.6

11.8

7.5

6.2

8.8

7.5

10.7

10.7

11.5

7.5

13.8

8.7

8.0

15.5

9.4

7.5

8.7

8.8

6.8

6.9

13.7

16.4

2.5

2.5

3.7

2.5

3.1

2.5

3.1

3.7

1.9

1.9

1.3

0.6

0.0

1.2

1.9

1.9

1.9

1.9

2.5

1.2

2.5

0.0

0.6

1.9

0.6

0.6

0.0

5.0

1.9

1.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の子育てに必要な知識や意欲が高まった[N=159]

保護者の子育てに対する不安や孤立感が軽減した
[N=160]

保護者が家族で協力しながら子育てができるようになった
[N=159]

保護者が学校と協力しながら子育てをするようになった
[N=159]

保護者が子育てに関して必要な情報を必要なときに入手
できるようになった[N=156]

保護者が子育てに関して必要なときに身近な相手に相談
できるようになった[N=159]

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まった
[N=159]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強まった
[N=161]

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況を
一層理解し、協力できるようになった[N=162]

教職員の負担が軽減した[N=161]

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=160]

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する人材が増
えた[N=160]

地域人材が地域の子育てに参画するようになった[N=161]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の知識・スキルが
向上した[N=160]

支援に関わっている地域人材（ご自身）のネットワークが広
がった[N=161]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の生きがいが強まっ
た[N=161]

仕事で忙しい家庭にも子育てに関する情報を提供できる
ようになった[N=159]

学校の活動に積極的に参加することのない家庭にも子育
てに関する情報を提供できるようになった[N=159]

困難を抱える家庭教育に関する課題の状況を早期に発
見できるようになった[N=161]

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった（地
域・学校・福祉等のネットワークが強化された）[N=160]

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した
[N=161]

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善また
は減少した[N=159]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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問 16 「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援の実施に係り、どのような課題があると思いますか。当

てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=161]

70.8

38.5

29.2

41.0

11.8

33.5

10.6

18.6

54.0

27.3

15.5

14.9

15.5

41.6

37.3

5.0

13.0

3.7

0 20 40 60 80

参加して欲しい保護者からの積極的な参加が得られない

保護者ニーズの把握が難しい

保護者の変容などの効果を把握するのが難しい

支援者となる地域人材が（量的に）不足している

取組を推進するための場所が不足している

教職員の取組への参画意欲や時間が不足している

学校長の取組の意義に対する理解が得られにくい

学校と地域人材の連携が難しい

取組に必要な予算が不足している

取組を推進する地域人材のスキル修得や研修の機会が
不足している

教育委員会で取組を推進するための人材が（量的に）不
足している

教育委員会内で取組の意義に対する理解が得られにくい

教育委員会と地域人材との連携が難しい

困難を抱える家庭・保護者の情報を得ることが難しい

困難を抱える家庭・保護者との信頼関係を築くことが難し
い

チームのメンバー間の情報共有や意識共有が難しい

専門家・専門機関との連携が難しい

その他

(%)
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3.1.8 チーム型（行政担当者） 

 

問 1 貴自治体では、家庭教育をめぐる現状に関し、どのような課題がありますか。特に当てはまる課題につい

て、最大 3 つまで○をつけてください。 

[N=17]

47.1

35.3

70.6

64.7

23.5

35.3

17.6

0.0

0 20 40 60 80

核家族化や少子化等により、保護者が子育てに関する
知識を学んだり交流する機会が不足している

仕事で忙しく、学習や交流の場に参加できない保護者が
増えている

子育てに悩みや不安を抱える保護者が増えている

家庭と地域のつながりが希薄化し、子育て家庭が孤立し
がちである

地域の教育力が低下したり学校との連携が希薄になって
いる

不登校や児童虐待など家庭や子どもの問題が複雑化・
困難化している

子どもの生活習慣や自立・社会性などが育ちにくくなって
いる

その他

(%)

 

 

問 2 貴自治体では、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～k それぞれについて、もっとも

当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

11.8

23.5

17.6

11.8

17.6

5.9

11.8

11.8

17.6

11.8

11.8

17.6

17.6

11.8

11.8

52.9

52.9

41.2

64.7

23.5

35.3

41.2

47.1

47.1

47.1

17.6

41.2

41.2

29.4

29.4

52.9

17.6

11.8

23.5

5.9

35.3

52.9

35.3

35.3

35.3

17.6

35.3

29.4

5.9

11.8

17.6

23.5

11.8

5.9

11.8

17.6

11.8

17.6

11.8

29.4

11.8

35.3

29.4

35.3

11.8

11.8

5.9

5.9

5.9

5.9

5.9

5.9

5.9

5.9

5.9

5.9

5.9

5.9

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもたちが基本的な生活習慣を身につけている

子どもたちが十分な学習意欲を有している

子どもたちが十分な体力を有している

子どもたちが十分な社会性を備えている（あいさつをする
等）

子どもたちが「自ら学び自ら考える力」を備えている

保護者の子育てに関する知識や意欲が高い

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が大きい

学校と家庭の協力関係や信頼関係がある

学校と地域住民の協力関係や信頼関係がある

地域全体で子どもを育む意識がある

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する人材が
十分にいる

地域人材が地域の子育てに参画している

仕事で忙しい家庭にも子育てに関する情報を提供できて
いる

地域の学習や交流の場に積極的に参加することのない家
庭にも子育てに関する情報を提供できている

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できている

必要に応じて、子育てに関する専門機関へのつなぎができ
ている（地域・学校・福祉等のネットワークができている）

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

 



55 

 

問 3 貴自治体について、以下 a～c の統計データがございましたら、直近 3 年間についてそれぞれお書きくださ

い。2011年度につきましては、11月1日現在の状況をお知らせください。（aは厚生労働省調査に基づく、

b～c は文部科学省調査に基づく） 

  2009 年度 2010 年度 2011 年度 

有効回答数 11 11 10 

最小値 0 0 0 

最大値 334 290 329 

平均値 66 68 67 

児童相談所における児童虐待

相談対応件数 

標準偏差 105 104 102 

有効回答数 12 12 10 

最小値 0 0 0 

最大値 1,926 1,879 319 

平均値 255 247 81 

不登校児童生徒数 

標準偏差 535 523 100 

有効回答数 11 11 9 

最小値 0 0 0 

最大値 464 276 145 

平均値 113 91 34 

校内暴力発生件数 

標準偏差 145 109 47 

 
問 4 貴自治体では、「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援を実施していますか。 

88.2 11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=17]

はい いいえ

 

 
問 5 問 4 で「2．いいえ」と回答した自治体のみにお聞きします。実施していない理由は何ですか。当てはまる番

号すべてに○をつけてください。 

[N=2]

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0 20 40 60

実施したいが、必要な予算が確保できない

実施したいが、取組に必要な地域人材の確保や団体と
の連携が難しい

実施したいが、取組に必要な場所の確保が難しい

実施したいが、学校長や教職員の理解や参画を得るの
が難しい

実施したいが、地域住民（保護者を含む）全体の理解を
得るのが難しい

地域社会に、取組の趣旨に相当する機能や機運があ
り、施策としての実施の必要性がない

その他

(%)
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以下の質問は、「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援を実施している自治体の方のみにお聞きします。 

 

問 6 貴自治体では、「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援をいつから実施していますか。開始した

年度をお書きください。 

13.3 46.7 40.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=15]

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度

 

 
問 7 貴自治体で、「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援を所管している部署はどこですか。もっと

も当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

6.7 60.0 6.7 6.7 20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=15]

教育委員会学校教育担当課 教育委員会生涯学習担当課
首長部局福祉担当部署 教育委員会と福祉担当部署の共同
その他

 

 
問 8 貴自治体では、「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援に係り、以下のような取組を実施してい

ますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=15]

46.7

46.7

66.7

100.0

66.7

40.0

13.3

0 20 40 60 80 100 120

学校における学習講座開催

学校外（公民館等）における学習講座開催

保護者同士の交流促進を目的としたイベント開催

子育てに関する保護者の相談対応

家庭へのチームによる戸別訪問

家庭教育支援を行う人材の研修・スキルアップ等

その他

(%)

 

 

問 9 貴自治体には、家庭教育支援チームが合計いくつありますか。チーム数をお書きください。 

73.3 6.7 13.3 6.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=15]

1チーム 2チーム 3チーム 4チーム 5チーム
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問 10 家庭教育支援チームによる相談対応件数は、貴自治体全体で年間どの程度ですか。当てはまる番号 1

つに○をつけてください。 

6.7 46.7 13.3 33.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=15]

0件 1～20件 21～50件 51～100件 101件以上

 

 
問 11 家庭教育支援チームによる戸別訪問件数は、貴自治体全体で年間どの程度ですか。当てはまる番号 1

つに○をつけてください。 

20.0 33.3 6.7 6.7 26.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=14]

0戸 1～20戸 21～50戸 51～100戸 101戸以上

 
 

問 12 「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援を通じて、どのような効果があったと思いますか。a～m

それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

20.0

20.0

13.3

6.7

13.3

13.3

13.3

20.0

13.3

13.3

46.7

73.3

60.0

46.7

53.3

40.0

26.7

40.0

60.0

46.7

66.7

26.7

33.3

26.7

6.7

20.0

53.3

26.7

46.7

53.3

40.0

20.0

26.7

13.3

46.7

46.7

6.7

20.0

13.3

6.7

13.3

13.3

6.7

6.7

6.7

6.7

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の子育てに関する知識や意欲が高まった

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が軽減した

学校と家庭の協力関係や信頼関係が強まった

学校と地域住民の協力関係や信頼関係が強まった

地域全体で子どもを育む意識が高まった

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する人材が増えた

地域人材が地域の子育てに参画するようになった

仕事で忙しい家庭にも子育てに関する情報や学習機会を提供で
きるようになった

地域の学習や交流の場に積極的に参加することのない家庭にも
子育てに関する情報や学習機会を提供できるようになった

困難を抱える家庭の状況を早期に発見できるようになった

子育てに関する専門機関へのつなぎが円滑になった（地域・学校・
福祉等のネットワークが強化された）

不登校など子どもに関わる課題が改善または減少した

児童虐待の予防や早期対応など困難な課題が改善または減少
した

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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問 13 「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援の実施に係り、どのような課題があると思いますか。当

てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=15]

86.7

33.3

46.7

40.0

20.0

26.7

20.0

13.3

73.3

33.3

26.7

13.3

13.3

53.3

33.3

0.0

6.7

0.0

0 20 40 60 80 100

参加して欲しい保護者からの積極的な参加が得られな
い

保護者ニーズの把握が難しい

保護者の変容などの効果を把握するのが難しい

学校で取組を推進するための地域人材が（量的に）不足
している

取組を推進するための場所が不足している

教職員の取組への参画意欲や時間が不足している

学校長の取組の意義に対する理解が得られにくい

学校と地域人材の連携が難しい

取組に必要な予算が不足している

取組を推進する地域人材のスキル修得や研修の機会が
不足している

教育委員会で取組を推進するための人材が（量的に）不
足している

教育委員会内で取組の意義に対する理解が得られにく
い

教育委員会と学校との連携が難しい

困難を抱える家庭・保護者の情報を得ることが難しい

困難を抱える家庭・保護者との信頼関係を築くことが難
しい

チームのメンバー間の情報共有や意識共有が難しい

専門家・専門機関との連携が難しい

その他

(%)

 
 

問 14 貴自治体では、今後 3～5 年程度の期間で、「家庭教育支援チーム」などのアウトリーチ型支援（あるいは

類似の取組）をどのように展開していく予定ですか。もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

33.3 53.3 13.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=15]

規模を拡大して継続する 現在と同程度の規模で継続する
規模を縮小して継続する 実施を取りやめる
その他
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3.1.9 早寝早起き朝ごはん（保護者） 

 

問 1 平成 23 年 11 月 1 日現在、あなたの年代をお教えください。 

43.7 50.6

0.04 2.0 3.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2547]

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

 

問 2 あなたの性別をお教えください。 

5.5 94.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2549]

男性 女性

 

問 3 あなたは、お子様を何人お持ちですか。 

12.9 53.7 28.6 3.9

0.7 0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2547]

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人以上

 

問 4 このアンケートをお持ちになったお子様は、平成 23 年 11 月 1 日現在おいくつですか。 

9.7 29.4 37.5 22.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2486]

0～3歳 4～6歳 7～9歳 10～12歳 13～15歳

 

問 5 あなたは、ご自身あるいは配偶者（パートナー）の親や親戚（子育てを手伝ってくれる方）と同居しています

か。当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

46.5 53.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2535]

同居している 同居していない
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問 6 あなたは、子育てに関して気軽に相談できる友人・知人（親戚を除く）を何人くらいお持ちですか。 

5.2 20.8 28.0 26.6 16.7

2.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2275]

0人 1～2人 3～4人 5～6人 7～10人 11～20人 21人以上

 

 

問 7 あなたの現在のご職業は、次のいずれかに該当しますか。差し支えなければ、もっとも当てはまる番号 1

つに○をつけてください。 

27.0 36.3 4.4 30.6 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2541]

常勤の勤め人 パートタイム・アルバイト

自営業（自由業・農林業等を含む） 専業主婦（夫）

その他

 

 

問 8 現在、あなたのご家庭生活の状態はいかがですか。差し支えなければ、もっとも当てはまる番号 1 つに○

をつけてください。 

52.5 30.3 13.2 2.8 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2531]

うまくいっている ややうまくいっている どちらともいえない

あまりうまくいっていない うまくいっていない

 

 

問 9 現在、あなたのご家庭の経済状態はいかがですか。差し支えなければ、もっとも当てはまる番号 1 つに○

をつけてください。 

5.4 21.4 40.3 21.3 11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2520]

余裕がある やや余裕がある どちらともいえない やや苦しい 苦しい
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問 10 あなたは、以下のような項目についてどの程度当てはまると思いますか。a～g それぞれについて、もっと

も当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

12.7

33.0

18.0

11.1

15.3

38.3

46.1

17.2

37.6

41.3

34.9

41.2

40.6

36.2

27.5

18.1

32.1

38.0

33.0

15.3

34.4

7.9

6.3

11.4

8.5

16.9

4.1

4.3

4.2

1.6

2.0

4.6

2.3

3.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲を有している[N=2534]

子育てに対して悩みや不安、孤立感を感じる
[N=2538]

家族で協力しながら子育てができている[N=2537]

学校と協力しながら子育てができている[N=2530]

地域とつながりを持ちながら、子育てができている
[N=2536]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手でき
ている[N=2537]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談でき
ている[N=2541]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

 

問 11 あなたは、（このアンケートを持参した）お子様が通う学校での以下のような項目に関して、どの程度満足

していますか。a～d それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

15.8

14.2

10.9

8.6

35.4

30.1

28.4

27.1

33.4

38.2

43.2

49.6

10.0

9.7

9.2

7.2

3.3

4.3

2.2

2.3

5.2

6.1

3.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日頃からの子どもについての先生との情報共有
[N=2542]

子どもの教育や子育てに関して悩んだときの相談の
しやすさ[N=2541]

保護者同士の交流の機会や協力関係[N=2542]

学校と地域住民の交流の機会や協力関係
[N=2543]

満足している やや満足している どちらともいえない

あまり満足していない 満足していない 特に期待していない

 
問 12 あなたは、子育てに関する地域のサポートに関して、どの程度満足していますか。a～g それぞれについ

て、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

21.1

15.9

17.4

13.5

9.5

18.8

12.4

53.7

58.0

55.6

61.9

58.9

53.9

55.0

9.7

10.0

10.9

7.1

8.7

8.3

11.1

7.9

9.4

9.5

11.6

16.3

11.3

12.7

5.4

3.9

4.2

3.8

3.0

4.7

3.0 5.8

3.0

3.5

2.1

2.5

2.7

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに関する情報提供（情報誌やホームページ）
[N=2531]

子育てに関する学習機会[N=2532]

他の保護者との交流の機会・ひろば[N=2529]

子育てに関する電話相談や相談機関[N=2520]

子育て経験のある人や専門家による訪問等の定期
的なサポート[N=2523]

地域住民の子育てに対する協力[N=2529]

地元企業や事業所等の子育てに対する協力
[N=2527]

満足している やや満足している どちらともいえない

あまり満足していない 満足していない 特に期待していない
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問 13 あなたのお子様は、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～e それぞれについて、も

っとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

30.0

16.7

29.3

20.2

12.8

52.3

42.4

44.4

51.7

40.7

12.2

26.7

18.2

22.3

34.3

11.2

6.8

5.0

9.9

4.9

2.3

0.7

1.3

2.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

基本的な生活習慣を身につけている[N=2547]

十分な学習意欲を有している[N=2545]

十分な体力を有している[N=2539]

十分な社会性を備えている（あいさつをする等）
[N=2542]

「自ら学び自ら考える力」を備えている[N=2545]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

 

 
問 14 あなたは、子育て支援に関する以下のような取組に参加したことがありますか。大体で構いませんので、

過去 1 年間に参加／活用した回数（一度もない場合は「0」）をお書きください。（「4.学校による子育て関連

情報の提供」及び「12.学校等からの「早寝早起き朝ごはん」に関するリーフレット等の情報提供」について

は、活用の有無について、当てはまる番号 1 つに○をつけてください） 

70.5

75.1

78.1

89.6

89.9

95.3

98.9

98.4

92.2

91.7

95.2

19.9

17.0

12.5

6.8

6.4

3.3

5.7

7.4

6.1

5.2

5.8

0.7

1.1

2.1

2.3

1.8

0.7

0.1

0.1

1.3

0.7

1.0

2.0

1.3

2.1

0.8

0.6

0.2

0.1

0.1

0.5

0.2

0.2

1.5

0.1

0.3

0.3

0.2

0.4

1.2

0.6

1.5

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.学校で開催された子育てに関する講座（講義形式）[N=2441]

2.学校で開催された子育てに関する講座（体験学習やワークショッ
プなど保護者が主体的に参加できる内容）[N=2432]

3.学校で開催された子育てに関する意見交換会・相談会
[N=2409]

5.公民館や児童館など学校外の施設で開催された子育てに関す
る講座（講義形式）[N=2431]

6.公民館や児童館など学校外の施設で開催された子育てに関す
る講座[N=2427]

7.公民館や児童館など学校外の施設で開催された子育てに関す
る意見交換会・相談会[N=2422]

8.家庭教育支援チームや相談員による戸別訪問（挨拶や情報誌
の受け渡し程度の内容） [N=2416]

9.家庭教育支援チームや相談員による戸別訪問（子育てに関す
る相談など、ある程度の時間を使う内容） [N=2414]

10.子育てに関するシンポジウムやセミナー等（講座よりも規模が大
きいもの） [N=2421]

11.地域ぐるみでの「早寝早起き朝ごはん」運動に関するイベントや
セミナー[N=2424]

13.その他[N=522]

0回 1回 2回 3回 4回以上（複数回含む）

57.8

61.9

42.2

38.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.学校による子育て関連情報の提供（学校だよりや
ホームページによる提供）[N=2455]

12.学校等からの「早寝早起き朝ごはん」に関するリー
フレット等の情報提供[N=2421]

有 無
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問 15 問 14 の「11」～「12」いずれかの参加／活用回数が 1 回以上ある方のみにお聞きします。それらへの参

加／活用を通じて、ご自身にとってどのような変化があったと思いますか。a～g それぞれについて、もっ

とも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

15.5

8.0

9.5

7.3

9.5

48.0

26.5

26.3

21.2

17.4

19.7

23.6

28.2

51.4

48.1

53.9

57.6

56.7

50.5

5.2

7.4

10.1

11.2

11.9

10.4

8.8
4.9

3.9

7.6

8.4

9.2

6.5

6.0

6.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに必要な知識や意欲が高まった[N=964]

子育てに対して悩みや不安、孤立感が軽減した
[N=961]

家族で協力しながら子育てができるようになった
[N=959]

学校と協力（相談）しながら子育てをするようになった
[N=959]

地域とつながりを持ちながら、子育てができるように
なった[N=955]

子育てに関して必要な情報を必要なときに入手でき
るようになった[N=956]

子育てに関して必要なときに身近な相手に相談でき
るようになった[N=957]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

 
 

問 16 あなたがお住まいの地域やお子様の学校では、「早寝早起き朝ごはん」運動が行われていますか。 

62.7 4.6 32.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2494]

行われている 行われていない 行われているかどうか知らない

 

 
問 17 問 16 で「1」に回答した方のみにお聞きします。当該運動を通じて、お子様にどのような効果があったと思

いますか。a～e それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

12.1

6.8

9.4

9.7

6.4

38.3

24.9

26.4

30.1

25.0

35.1

49.8

46.9

44.7

51.6

8.6

11.2

10.2

9.1

9.7

4.9

4.8

4.4

4.8

3.8

2.5

2.1

2.2

2.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの生活習慣が改善された[N=1581]

子どもの学習意欲が向上した[N=1582]

子どもの体力が向上した[N=1581]

子どもの社会性が高まった（あいさつをする等）
[N=1583]

子どもの「自ら学び自ら考える力」が高まった
[N=1582]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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問 18 問 16 で「1」に回答した方のみにお聞きします。当該運動を通じて、お子様が通う学校について、以下のよ

うな項目にどのような変化がありましたか。a～d それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○を

つけてください。 

8.3

8.3

5.2

4.9

20.2

18.4

15.6

15.2

63.0

64.2

69.9

71.1

5.4

6.1

6.6

6.1 2.6

2.6

3.0

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日頃からの子どもについての先生との情報共有
[N=1368]

子どもの教育や子育てに関して悩んだときの相談のし
やすさ[N=1369]

保護者同士の交流の機会や協力関係[N=1369]

学校と地域住民の交流の機会や協力関係
[N=1369]

良くなった やや良くなった どちらともいえない あまり良くなっていない 良くなっていない

 

 

問 19 あなたの学校や地域の子育てサポートの取組について、要望はありますか。当てはまる番号すべてに○

をつけてください。 

[N=1450]

33.5

14.3

27.8

26.1

20.7

10.0

16.2

16.6

30.6

4.6

0 20 40

学校や地域からの子育てに関する情報を充実してほしい

学校で子育てに関する学習や意見交換ができる機会を
増やして欲しい。

学校における子育てに関する学習や意見交換の機会に
参加しやすくなるよう、日程や内容を工夫して欲しい。

学校で先生やカウンセラー等と教育や子育てに関する相
談ができる機会がもっと欲しい。

学校で保護者同士が交流できる機会や場所がもっと欲し
い。

地域で子育てに関する学習や意見交換ができる機会を
増やして欲しい。

地域で保護者同士が交流できる機会や場所がもっと欲し
い。

多世代の地域住民が交流できる機会や場がもっと欲し
い。

子育ての経験のある人や専門家に気軽に相談できる活
動や場がもっと欲しい。

その他

(%)
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3.1.10 早寝早起き朝ごはん（教員） 

 

問 1 あなたの学校では、「早寝早起き朝ごはん」運動について、どのような取組を行ってきましたか。当てはま

る番号すべてに○をつけてください。 

[N=43]

83.7

83.7

74.4

39.5

65.1

93.0

9.3

60.5

20.9

27.9

0 20 40 60 80 100

学校での生活習慣についての講座や意見交換会等の開催

朝の時間を活用した読書活動や体操の実施

日誌記入や生活時間調査等を通じた、子どもの生活リズ
ム改善のための活動

キャンプや通学合宿の実施

携帯電話やテレビ視聴時間に関する啓発活動の展開

学校だよりやホームページ等による情報提供

地元企業との連携による普及啓発活動の展開

関連ポスターやチラシの作成・提示

関連イベントの企画・実施

その他

(%)

 

 

問 2 あなたの学校では、家庭教育支援に関する取組を進めるに当たって、以下のような協力や工夫をしていま

すか。以下の a～b の それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

20.8

18.8

33.3

16.7

29.2

31.3

6.3

8.3

6.3

20.8 4.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企画や実施にあたって、地域の支援人材と定期的に
意見交換を行っている

企画や実施にあたって、地域の支援人材等に学校の
空きスペース等の場所を提供している

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

[N=48]

 

 

問 3 あなたの学校の児童生徒は、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～e それぞれにつ

いて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

9.6

11.8

6.6

5.6

61.2

60.5

46.1

54.1

40.7

21.9

19.8

37.4

27.5

40.5

7.1

7.8

9.9

12.0

15.5
2.1

1.2

0.7

0.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

基本的な生活習慣を身につけている

十分な学習意欲を有している

十分な体力を有している

十分な社会性を備えている（あいさつをする等）

「自ら学び自ら考える力」を備えている

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

[N=48]
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問 4 あなたの学校では、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～i それぞれについて、もっ

とも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

10.0

11.7

12.1

15.7

11.9

13.6

8.4

12.7

47.5

17.7

68.6

60.6

55.0

32.5

52.4

39.6

42.1

29.0

39.7

17.6

23.8

23.8

40.4

24.3

31.7

30.1

10.5

33.0

12.4

6.7

6.4

4.3

3.1

11.7

9.8

1.9

2.1

2.6

2.9

1.7

0.2

2.1

0.7

2.1

1.0

2.4

0.7

2.4

1.0

1.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の子育てに関する知識や意欲が高い[N=421]

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が大
きい[N=418]

教職員と保護者の間に信頼・協力関係がある
[N=420]

教職員と地域住民の間に信頼・協力関係がある
[N=421]

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状
況を理解し、協力できている[N=420]

教職員に過度な負担が集中している[N=421]

地域全体で子どもを育む意識がある[N=420]

地域の中で子育て支援に関わる意欲や知識を有す
る人材が十分にいる[N=419]

地域人材が地域の子育て支援に参画している
[N=418]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

[N=425]

 
問 5 ｢「早寝早起き朝ごはん」運動｣を通じて、全般的にどのような効果があったと思いますか。a～n それぞれに

ついて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

5.5 48.4

36.0

26.0

33.5

20.0

36.6

12.0

22.2

19.4

20.4

27.6

15.4

17.1

37.2

49.4

58.9

49.8

57.9

44.0

61.9

54.8

55.3

57.1

46.0

45.6

50.7

49.3

5.0

8.9

9.6

9.8

15.6

10.3

13.9

13.4

13.9

11.5

30.7

13.4

14.4

12.3

17.5

10.3

6.5

6.5

7.0

14.2

14.4

1.7

1.4

3.1

0.7

3.3

1.2

1.4

1.4

2.9

1.2

2.6

2.9

4.3

4.1

3.1

3.6

3.3

1.9

1.2

1.9

1.7

1.0

1.2

0.7

3.6

2.9

5.0

4.5

3.8

3.1

2.9

3.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの生活習慣が改善された[N=417]

子どもの学習意欲が向上した[N=417]

子どもの体力が向上した[N=416]

子どもの社会性が高まった（あいさつをする等）[N=418]

子どもの「自ら学び自ら考える力」が高まった[N=416]

保護者の子育てに関する知識や意欲が高まった[N=418]

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が軽減した
[N=417]

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まった[N=418]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強まった
[N=418]

教職員の、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況に対
する理解が深まり、協力できるようになった[N=417]

教職員の負担が軽減した[N=417]

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=417]

地域の中で子育て支援に関わる意欲や知識を有する人材
が増えた[N=416]

地域人材が地域の子育て支援に参画するようになった
[N=416]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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3.1.11 早寝早起き朝ごはん（地域の支援者・企画者） 

 

問 1 平成 23 年 11 月 1 日現在、あなたの年代をお教えください。 

4.3 6.4 38.3 21.3 27.7

2.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=47]

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

 

 

問 2 あなたの性別をお教えください。 

40.4 59.6 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=47]

男性 女性 無回答

 

 

問 3 平成 23 年 11 月 1 日現在、あなたは現在の居住地域にどれくらい住んでいますか。 

15.6 11.1 20.0 13.3 11.1 28.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=45]

1～5年 6～10年 11～15年 16～20年 21～30年 31年以上

 

 

問 4 あなたは、家庭教育支援（保護者向け講座の開催や戸別訪問、相談対応等）に関する取組を始めて何年

になりますか。 

16.7 23.8 16.7 26.2 9.5 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=42]

1年以下 2～3年 4～5年 6～10年 11～20年 21年以上
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問 5 あなたのこれまでの経験や現在の役割についてお聞きします。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

[N=44]

18.2

4.5

29.5

13.6

13.6

4.5

0.0

2.3

0.0

4.5

47.7

0 20 40 60

子育てサポーター

子育てサポーターリーダー、コーディネーター

PTA、おやじの会

（元）教職員

（元）保育士

民生委員、児童委員

主任児童委員

スクールカウンセラー、心理士

スクールソーシャルワーカー

保健師

その他

(%)

 
問 6 あなたは、過去 1 年間に行政等が開催した家庭教育支援者向けの研修に何回参加しましたか。 

23.1 5.1 33.3 20.5 5.1 12.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=39]

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

 

問 7 あなたは、ご自身で子育てをされた経験がございますか。当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

10.689.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=47]

ある ない

 
問 8～問 9 は、企画代表者の方のみにお聞きします。 

 

問 8 あなた方の活動では、家庭教育支援に関する取組を進めるに当たって、以下のような点を工夫しています

か。以下の a～f それぞれについて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

14.3

14.3

14.3

28.6

14.3

85.7

85.7

14.3

28.6

28.6

57.1

57.1

42.9

14.3

14.3

14.3 71.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者のニーズを踏まえて活動内容を決定している

多くの保護者が参画できる（支援が届く）よう、活動時間や
場所を工夫している

ワークショップや体験形式など、保護者が楽しく主体的に
参画できる内容を取り入れている

保護者が主体的に自己の子育てを振り返ったり、悩みを
語り合える内容を取り入れている

企画や実施にあたって、学校の教職員と定期的に意識共
有を図っている

近隣の企業と連携し、人材や資金等の提供を受けている

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない

[N=7]
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問9 あなたは、今後3～5年程度の期間で、「「早寝早起き朝ごはん」運動」（あるいは類似の取組）をどのように

展開していきたいと思いますか。もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

68.2 27.3 4.5
0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=22]

実施を取りやめる 規模を縮小して継続する

現在と同程度の規模で継続する 規模を拡大して継続する

その他

 

 
問 10 「「早寝早起き朝ごはん」運動」を通じて、どのような効果があったと思いますか。a～o それぞれについて、

もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

36.2

19.1

17.0

31.9

14.9

23.9

26.1

17.8

6.7

26.7

17.4

21.7

23.9

34.8

21.7

48.9

36.2

34.0

36.2

38.3

39.1

28.3

31.1

8.9

46.7

43.5

39.1

41.3

47.8

47.8

10.6

29.8

31.9

27.7

36.2

21.7

21.7

22.2

35.6

17.8

26.1

21.7

26.1

13.0

21.7

6.4

6.4

13.0

11.1

28.9

4.3

8.7

4.3

10.6

8.5

8.7

10.9

13.3

17.8

6.7

6.5

8.7

6.5

6.5

2.2

2.2

2.1

4.3

2.2

2.2

4.4

2.1

4.3

4.3

4.3

2.1

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの生活習慣が改善された[N=47]

子どもの学習意欲が向上した[N=47]

子どもの体力が向上した[N=47]

子どもの社会性が高まった（あいさつをする等）[N=47]

子どもの「自ら学び自ら考える力」が高まった[N=47]

教職員と保護者の間の信頼・協力関係が強まった[N=46]

教職員と地域住民の間の信頼・協力関係が強まった
[N=46]

教職員が、支援の届きにくい困難を抱える家庭の状況を
一層理解し、協力できるようになった[N=45]

教職員の負担が軽減した[N=45]

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=45]

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する人材が
増えた[N=46]

地域人材が地域の子育てに参画するようになった[N=46]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の知識・スキルが
向上した[N=46]

支援に関わっている地域人材（ご自身）のネットワークが広
がった[N=46]

支援に関わっている地域人材（ご自身）の生きがいが強まっ
た[N=46]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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問 11 「「早寝早起き朝ごはん」運動」の実施に係り、どのような課題があると思いますか。当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

[N=44]

68.2

34.1

36.4

25.0

6.8

31.8

0.0

25.0

47.7

18.2

18.2

0.0

11.4

9.1

4.5

9.1

0 20 40 60 80

参加して欲しい保護者からの積極的な参加が得られない

保護者ニーズの把握が難しい

保護者の変容などの効果を把握するのが難しい

支援者となる地域人材が（量的に）不足している

取組を推進するための場所が不足している

教職員の取組への参画意欲や時間が不足している

学校長の取組の意義に対する理解が得られにくい

学校と地域人材の連携が難しい

取組に必要な予算が不足している

取組を推進する地域人材のスキル修得や研修の機会が不
足している

教育委員会で取組を推進するための人材が（量的に）不
足している

教育委員会内で取組の意義に対する理解が得られにくい

教育委員会と地域人材との連携が難しい

効果的な広報の内容・方法が分からない

計画や条例の策定に時間を要する

その他

(%)
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3.1.12 早寝早起き朝ごはん（行政担当者） 

 

問 1 貴自治体では、家庭教育をめぐる現状に関し、どのような課題がありますか。特に当てはまる課題につい

て、最大 3 つまで○をつけてください。 

[N=4]

25.0

75.0

25.0

75.0

25.0

25.0

50.0

0.0

0 20 40 60 80

核家族化や少子化等により、保護者が子育てに関
する知識を学んだり交流する機会が不足している
仕事で忙しく、学習や交流の場に参加できない保

護者が増えている

子育てに悩みや不安を抱える保護者が増えている

家庭と地域のつながりが希薄化し、子育て家庭が
孤立しがちである

地域の教育力が低下したり学校との連携が希薄に
なっている

不登校や児童虐待など家庭や子どもの問題が複
雑化・困難化している

子どもの生活習慣や自立・社会性などが育ちにくく
なっている

その他

(%)

 

 

問 2 貴自治体では、以下のような項目がどの程度当てはまると思いますか。a～k それぞれについて、もっとも

当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

25.0 50.0

50.0

75.0

100.0

25.0

25.0

33.3

25.0

75.0

50.0

50.0

25.0

50.0

25.0

75.0

50.0

75.0

66.7

75.0

25.0

50.0

25.0

25.0

25.0

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもたちが基本的な生活習慣を身につけている
[N=4]

子どもたちが十分な学習意欲を有している[N=4]

子どもたちが十分な体力を有している[N=4]

子どもたちが十分な社会性を備えている（あいさつを
する等）[N=4]

子どもたちが「自ら学び自ら考える力」を備えている
[N=4]

保護者の子育てに関する知識や意欲が高い[N=4]

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が大
きい[N=4]

学校と家庭の協力関係や信頼関係がある[N=3]

学校と地域住民の協力関係や信頼関係がある
[N=4]

地域全体で子どもを育む意識がある[N=4]

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する人
材が十分にいる[N=4]

地域人材が地域の子育てに参画している[N=4]

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない わからない
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問 3 貴自治体では、「早寝早起き朝ごはん」運動を実施していますか。 

75.0 25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=4]

はい いいえ

 

問 4 問 3 で「2．いいえ」と回答した自治体のみにお聞きします。実施していない理由は何ですか。当てはまる番

号すべてに○をつけてください。 

[N=1]

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0 20 40 60 80 100

実施したいが、必要な予算が確保できない

実施したいが、取組に必要な地域人材の確保や
団体との連携が難しい

実施したいが、取組に必要な場所の確保が難しい

実施したいが、学校長や教職員の理解や参画を
得るのが難しい

実施したいが、地域住民（保護者を含む）全体の
理解を得るのが難しい

実施したいが、計画や条例の策定に時間を要する

地域社会に、取組の趣旨に相当する機能や機運
があり、施策としての実施の必要性がない

その他

(%)

 

 

以下の質問は、「「早寝早起き朝ごはん」運動」を実施している自治体の方のみにお聞きします。 

 

問 5 貴自治体では、家庭教育学級などの「家庭教育に関する学習機会の提供」をいつから実施していますか。

開始した年度をお書きください。年度がわからない場合は、大体いつ頃かでお答えください。 

33.3 33.3 33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=3]

2004年度 2007年度 2010年度

 

 

問 6 貴自治体で、「「早寝早起き朝ごはん」運動」を所管している部署はどこですか。もっとも当てはまる番号 1

つに○をつけてください。 

0.00.00.00.0 100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=3]

教育委員会学校教育担当課 教育委員会生涯学習担当課

首長部局福祉担当部署 教育委員会と福祉担当部署の共同

その他
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問 7 貴自治体では、「「早寝早起き朝ごはん」運動」に係り、以下のような取組を実施していますか。当てはまる

番号すべてに○をつけてください。 

[N=3]

33.3

0.0

100.0

66.7

100.0

33.3

66.7

0 20 40 60 80 100

学校における学習講座開催

学校外（公民館等）における学習講座開催

関連情報提供のためのポスター・チラシ作成

関連情報提供のためのシンポジウムやフォーラムの
開催

関連する（中長期）計画の策定

関連する条例（朝ごはん条例等）の制定

その他

(%)

 

 
問 8 「「早寝早起き朝ごはん」運動」を通じて、全般的にどのような効果があったと思いますか。a～l それぞれに

ついて、もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

33.3

33.3

33.3

33.3

33.3

66.7

66.7

100.0

66.7

100.0

66.7

33.3

66.7

100.0

100.0

33.3

33.3

66.7

33.3

66.7

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの生活習慣が改善された[N=3]

子どもの学習意欲が向上した[N=3]

子どもの体力が向上した[N=2]

子どもの社会性が高まった（あいさつをする等）[N=3]

子どもの「自ら学び自ら考える力」が高まった[N=3]

保護者の子育てに関する知識や意欲が高まった
[N=3]

保護者の子育てに関する悩みや不安、孤立感が軽
減した[N=3]

学校と家庭の協力関係や信頼関係が強まった
[N=3]

学校と地域住民の協力関係や信頼関係が強まった
[N=3]

地域全体で子どもを育む意識が高まった[N=3]

地域の中で子育てに関わる知識・スキルを有する人
材が増えた[N=3]

地域人材が地域の子育てに参画するようになった
[N=3]

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない わからない
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問 9 「「早寝早起き朝ごはん」運動」の実施に係り、どのような課題があると思いますか。当てはまる番号すべて

に○をつけてください 

[N=3]

100.0

0.0

33.3

33.3

0.0

66.7

0.0

0.0

33.3

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0 20 40 60 80 100

参加して欲しい保護者からの積極的な参加が得ら
れない

保護者ニーズの把握が難しい

保護者の変容などの効果を把握するのが難しい

学校で取組を推進するための地域人材が（量的
に）不足している

取組を推進するための場所が不足している

教職員の取組への参画意欲や時間が不足してい
る

学校長の取組の意義に対する理解が得られにくい

学校と地域人材の連携が難しい

取組に必要な予算が不足している

取組を推進する地域人材のスキル修得や研修の
機会が不足している

教育委員会で取組を推進するための人材が（量的
に）不足している

教育委員会内で取組の意義に対する理解が得ら
れにくい

教育委員会と学校との連携が難しい

効果的な広報の内容・方法が分からない

計画や条例の策定に時間を要する

その他

(%)

 

 
問 10 貴自治体では、今後 3～5 年程度の期間で、「「早寝早起き朝ごはん」運動」（あるいは類似の取組）をど

のように展開していく予定ですか。もっとも当てはまる番号 1 つに○をつけてください。 

33.3 66.7 0.00.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=3]

規模を拡大して継続する 現在と同程度の規模で継続する

規模を縮小して継続する 実施を取りやめる

その他

 

 


